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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カメラを備えた携帯端末と前記携帯端末に着脱可能に取り付けられるレンズモジュール
からなる携帯型撮影装置において、
　前記レンズモジュールは、
　被写体に光を照射する複数の異なる種類の光源と、
　前記光源からの光が前記被写体で反射した反射光を前記カメラに集光するコンバージョ
ンレンズと、
　複数種類の光源の点灯および消灯をそれぞれ制御する光源制御手段とを備え、
　前記携帯端末は、
　前記光源の点灯および消灯を検出する検出手段と、
　この検出手段によって前記光源の点灯または消灯が検出された際に、前記カメラによる
撮影を制御する撮影制御手段とを備え、
　前記レンズモジュールの前記光源制御手段は、各種類の前記光源の点灯順序と点灯時間
が設定された所定点灯パターンとなるように、各種類の前記光源を点灯および消灯させ、
　前記携帯端末の前記撮影制御手段は、前記検出手段による前記光源の点灯または消灯の
検出後、各種類の前記光源の前記所定点灯パターンに同期して各種類の前記光源の点灯時
にそれぞれ前記カメラによる撮影を行うことを特徴とする携帯型撮影装置。
【請求項２】
　前記撮影制御手段による制御によって前記カメラで撮影された撮影画像を前記光源の種
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類と関連付けて前記携帯端末の画面に表示させる表示制御手段を備えていることを特徴と
する請求項１に記載の携帯型撮影装置。
【請求項３】
　前記表示制御手段は、前記カメラによって撮影された撮影画像を、当該撮影画像の波長
成分によって波長の異なる前記光源の種類と関連付けて前記携帯端末の画面に表示させる
ことを特徴とする請求項２に記載の携帯型撮影装置。
【請求項４】
　前記検出手段は、前記カメラによる撮影画像の分析により前記光源の点灯および消灯を
検出することを特徴とする請求項１に記載の携帯型撮影装置。
【請求項５】
　前記複数種類の光源には、きめ撮影用の光源と、しみ撮影用の光源とを含み、
　前記撮影制御手段による制御によって前記カメラで撮影されたきめ撮影用の光源での撮
影画像と、しみ撮影用の光源での撮影画像とを、それぞれきめ撮影画像、しみ撮影画像と
して前記携帯端末の画面に表示させる表示制御手段を備えていることを特徴とする請求項
１に記載の携帯型撮影装置。
【請求項６】
　前記レンズモジュールの前記光源制御手段は、全光源を所定時間消灯させた状態から複
数種類の前記光源を順次所定時間点灯させる制御を繰り返し行い、
　前記検出手段が全光源の消灯を検出した後で最初の種類の前記光源の点灯を検出した場
合に、前記撮影制御手段が前記カメラを撮影制御し、
　その後は、前記撮影制御手段が、引き続いて点灯する次の種類の前記光源の点灯に同期
するように、所定時間間隔で前記カメラを撮影制御することを特徴とする請求項１に記載
の携帯型撮影装置。
【請求項７】
　前記レンズモジュールの前記複数種類の光源は、種類毎にそれぞれ異なる波長を有して
おり、
　前記レンズモジュールの前記光源制御手段は、前記複数種類の光源の点灯と消灯を順次
繰り返して行う制御を行い、
　前記検出手段は、前記各光源による光の色成分を検出することによって、どの光源が点
灯しているかを検出し、
　前記検出手段が、前記各光源の点灯をそれぞれ検出した場合に、前記撮影制御手段が点
灯した前記光源に同期するように前記カメラを撮影制御することを特徴とする請求項２に
記載の携帯型撮影装置。
【請求項８】
　前記レンズモジュールの前記光源制御手段は、全光源を所定時間消灯させた状態と、前
記複数種類の光源のうちの１種類の光源が点灯した状態とを、点灯する光源の種類を変え
て繰り返す制御を行い、
　前記検出手段が全光源の消灯を検出した後で前記光源の点灯を検出した場合に、前記点
灯した光源に同期して前記撮影制御手段が前記カメラを撮影制御することを特徴とする請
求項１に記載の携帯型撮影装置。
【請求項９】
　複数種類の照明用の光源を備えたレンズモジュールを着脱可能に取り付け可能な、カメ
ラを備えた携帯端末において、
　前記光源の点灯および消灯を検出する検出手段と、
　この検出手段によって前記光源の点灯または消灯が検出された際に、前記カメラによる
撮影を制御する撮影制御手段と、
　この撮影制御手段による制御によって前記カメラで撮影された撮影画像を前記光源の種
類と関連付けて前記携帯端末の画面に表示させる表示制御手段とを備え、
　前記レンズモジュールの各種類の前記光源は、点灯順序と点灯時間が設定された所定点
灯パターンとなるように点灯および消灯し、
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　前記撮影制御手段は、前記検出手段による前記光源の点灯または消灯の検出後、各種類
の前記光源の前記所定点灯パターンに同期して各種類の前記光源の点灯中にそれぞれ前記
カメラによる撮影を行うことを特徴とする携帯端末。
【請求項１０】
　前記検出手段は、前記カメラによる撮影画像の分析により前記光源の点灯および消灯を
検出することを特徴とする請求項９に記載の携帯端末。
【請求項１１】
　前記光源制御手段は、前記複数種類の光源の点灯と消灯を順次行う制御を行うことを特
徴とする請求項１に記載の携帯型撮影装置。
【請求項１２】
　前記レンズモジュールの前記光源制御手段は、全光源を所定時間消灯させた状態から前
記複数種類の光源を順次所定時間点灯させる制御を行うことを特徴とする請求項１に記載
の携帯型撮影装置。
【請求項１３】
　前記レンズモジュールの前記光源制御手段は、全光源を所定時間消灯させた状態と、前
記複数種類の光源のうちの１種類の光源が点灯した状態とを繰り返す制御を行うことを特
徴とする請求項１に記載の携帯型撮影装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カメラを備えた携帯端末に着脱可能に取り付けられるレンズモジュールおよ
びこのレンズモジュールと前記携帯端末とを備えた携帯型撮影装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、カメラ付き携帯電話（スマートフォンを含む）や、カメラ付きタブレット型電子
機器等の携帯型のカメラ付き電子機器に、取り付けられるコンバージョンレンズが知られ
ている（例えば、特許文献１参照）。
　コンバージョンレンズを電子機器の側のレンズ（マスターレンズ）に取り付けることに
より、携帯型電子機器のカメラのレンズが単焦点レンズであっても、焦点距離を広角側や
望遠側に変えることができる。また、コンバージョンレンズとして接写機能（マクロ撮影
機能）を有するレンズを用い、マクロ撮影を可能にする場合もある。
【０００３】
　また、顔の肌を拡大撮影して肌の状態を分析するための肌用カメラが知られているが、
例えば、携帯電話のカメラに肌用カメラとしての機能、例えば、被写体を拡大して接写す
る機能を付加するコンバージョンレンズも知られている。この場合に、例えば、撮影した
肌の画像をメール等で肌の画像の分析を行う会社に送ることにより、肌の分析結果をメー
ルで送り返してもらうようなことが容易に可能になる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－８２８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、肌の撮影機能を携帯電話に持たせるコンバージョンレンズは、肌に近づけて
肌を接写（マクロ撮影）するようになっている。また、携帯電話やスマートフォンでは、
カメラの撮影の際の照明としてＬＥＤを光源とするフラッシュ装置を有する場合が多い。
　このフラッシュ装置に用いられるＬＥＤは、一般的にカメラから１ｍ程度の距離にある
被写体を適度な光量で照らすように設定されている。
【０００６】



(4) JP 6255351 B2 2017.12.27

10

20

30

40

50

　したがって、このフラッシュ装置を用い、コンバージョンレンズによる接写を行った場
合に、フラッシュ装置のＬＥＤが被写体に近すぎることになり、被写体としての肌が均等
に照明されなかったり、照明が明るすぎて撮影した画像に白とびが生じたりする虞がある
。フラッシュ装置を使用せずに外光や屋内の照明の光で肌を撮影することも考えられるが
、状況によって照明の状態が大きく変わってしまう可能性がある。
【０００７】
　これらの問題からコンバージョンレンズにマクロ撮影に適したフラッシュ装置を設ける
ことが考えられる。この場合に、フラッシュ装置の光源になるＬＥＤの電源として電池を
内蔵させるとともに電源スイッチを設け、撮影操作の開始時にユーザーがフラッシュ装置
の電源スイッチをオンにして発光させ、撮影操作の終了時にユーザーが電源スイッチをオ
フにして消灯することになる。
　このような方法でフラッシュ装置を使用すると、フラッシュ装置が瞬間的に発光するの
ではなく、比較的長い間、フラッシュ装置がオンのままになり、一般的なフラッシュ装置
のように一瞬だけ点灯する場合に比較して使用電力が大きくなり、大容量の大型の電池が
必要になるか、電池の交換時期が早まることになる。
【０００８】
　また、肌の状態を撮影する場合、表面反射光を主に用いて皮膚表面の形状を捉えるため
の照明モード（きめモード）における撮影と、表面反射光を除去して皮膚内部の状態を捉
えるための照明モード（しみモード）における撮影との２種類の撮影を行う必要がある。
【０００９】
　本発明は、前記事情に鑑みてなされたもので、カメラを備えた携帯端末に取り付けられ
て、肌等の被写体を撮影する際に、複数種類の撮影を行えるとともに、撮影の際に光源の
点灯、消灯を適切に制御することができるレンズモジュールおよび光源が点灯した場合に
確実に携帯端末のカメラで撮影することができる携帯型撮影装置を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記目的を達成するために、本発明の請求項１のレンズモジュールは、カメラを備えた
携帯端末に着脱可能に取り付けられるレンズモジュールであって、
　被写体に光を照射する波長が異なる複数種類の光源と、
　前記光源からの光が前記被写体で反射した反射光を前記カメラに集光するコンバージョ
ンレンズと、
　前記複数種類の光源の点灯および消灯をそれぞれ制御する光源制御手段とを備えたこと
を特徴とする。
【００１１】
　本発明においては、肌等の被写体に光を照射する波長が異なる複数種類の光源を有する
ので、容易に複数種類の撮影を行えるとともに、光源制御手段によって複数種類の光源の
点灯および消灯を制御することによって、撮影の際に光源の点灯、消灯を適切に制御する
ことができる。
【００１２】
　また、本発明の携帯型撮影装置は、カメラを備えた携帯端末と、請求項１に記載のレン
ズモジュールとを備え、
　前記携帯端末は、前記複数種類の光源のそれぞれの点灯および消灯を検出する点消灯検
出手段と、この点消灯検出手段によってそれぞれの前記光源の点灯および消灯が検出され
た際に、前記カメラによる撮影を制御する撮影制御手段と、この撮影制御手段による制御
によって前記カメラで撮影された撮影画像を前記光源の種類と関連付けて前記携帯端末の
画面に表示させる表示制御手段とを備えていることを特徴とする。
【００１３】
　本発明においては、点消灯検出手段によって、複数種類の光源のそれぞれの点灯が検出
された際に、撮影制御手段がカメラに撮影させることができ、複数種類の光源のそれぞれ
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の消灯が検出されるまで、撮影制御手段がカメラの撮影を待機させることができるので、
確実にカメラで複数種類の光源による被写体を撮影できる。
　また、前記表示制御手段によって、カメラで撮影された撮影画像を光源の種類と関連付
けて携帯端末の画面に表示させるので、ユーザーは画面に表示された撮影画像の種類を容
易に確認できる。
【００１４】
　また、本発明の前記構成において、前記表示制御手段は、前記カメラによって撮影され
た撮影画像を、その波長成分によって光源と関連付けて前記携帯端末の画面に表示させて
もよい。
【００１５】
　このような構成によれば、撮影画像を、その波長成分によって光源と関連付けて画面に
表示するので、カメラで撮影する際に、撮影画像を光源の種類と関連付けなくてもよい。
したがって、光源の規定値からのずれの許容値を大きくし、光源の価格を下げることがで
きるという利点がある。
　つまり、レンズモジュールに搭載するＬＥＤ等の光源は、例えばきめ撮影用、しみ撮影
用の光源ともに、規定値よりずれの少ない光源を搭載する必要がある。しかし、実際には
、光源の波長はばらつくため、規定値に近い波長の光源を選別して使用している。このた
め、ＬＥＤ等の光源は、価格が高くなるが、前記構成によれば、光源の規定値からのずれ
の許容値を大きくし、光源の価格を下げることができる。
【００１６】
　また、本発明の前記構成において、前記レンズモジュールの前記光源制御手段は、複数
種類の前記光源を順次所定時間点灯させるとともに、複数種類の全ての光源の点灯後、全
光源を所定時間消灯させる制御を繰り返し行い、
　前記点消灯検出手段が全光源の消灯を検出した後、最初の前記光源の点灯を検出した場
合に、前記撮影制御手段が前記カメラを撮影制御し、
　その後は、前記撮影制御手段が、前記複数種類の光源の点灯に同期させて、所定時間間
隔で前記カメラを撮影制御してもよい。
【００１７】
　このような構成によれば、光源制御手段が複数種類の光源を順次所定時間点灯させると
ともに、複数種類の全ての光源の点灯後、全光源を所定時間消灯させる制御を繰り返し行
っている場合に、点消灯検出手段が全光源の消灯を検出した後、最初の光源の点灯を検出
した場合に、撮影制御手段がカメラを撮影制御し、その後は、撮影制御手段が、前記複数
種類の光源の点灯に同期するように、所定時間間隔で前記カメラを撮影制御するので、確
実に携帯端末のカメラで複数種類の光源による撮影を行うことができるとともに、点消灯
検出手段が全光源の消灯と、この消灯後の最初の光源の点灯を検出するだけで、複数種類
の光源による撮影を行えるという利点がある。
【００１８】
　また、本発明の前記構成において、前記レンズモジュールの前記光源制御手段は、複数
種類の前記光源の点灯と消灯を所定時間ごとに順次繰り返して行う制御を行い、
　前記点消灯検出手段は、前記各光源による光の波長を検出することによって、どの光源
が点灯しているかを検出し、
　前記点消灯検出手段が、前記各光源の点灯をそれぞれ検出した場合に、前記撮影制御手
段が前記カメラを撮影制御するようにしてもよい。
　なお、カメラを撮影制御するとは、撮影制御手段がカメラのシャッターを切ることを意
味する。
【００１９】
　このような構成によれば光源制御手段が、複数種類の光源の点灯と消灯を所定時間ごと
に順次繰り返して行う制御を行っている場合に、点消灯検出手段が、各光源による光の波
長を検出することによって、どの光源が点灯しているかを検出した場合に、撮影制御手段
がカメラを撮影制御するので、確実に携帯端末のカメラで複数種類の光源による撮影を行
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うことができる。
【００２０】
　また、本発明の前記構成において、前記レンズモジュールの前記光源制御手段は、複数
種類の前記光源を順次所定時間点灯させるとともに、複数種類の全ての光源の点灯後、全
光源を所定時間消灯させる制御を繰り返し行い、
　前記点消灯検出手段が全光源の消灯を検出した後、最初の前記光源の点灯が波長によっ
てどの光源の点灯であるかを検出した場合に、前記撮影制御手段が前記カメラを撮影制御
し、
　次に、前記点消灯検出手段が全光源の消灯を検出した後、次の前記光源の点灯が波長に
よってどの光源の点灯であるかを検出した場合に、前記撮影制御手段が前記カメラを撮影
制御する工程を順次繰り返して行うようにしてもよい。
【００２１】
　このような構成によれば、光源制御手段が複数種類の光源を順次所定時間点灯させると
ともに、複数種類の全ての光源の点灯後、全光源を所定時間消灯させる制御を繰り返し行
っている場合に、点消灯検出手段が全光源の消灯を検出した後、最初の光源の点灯が波長
によってどの光源の点灯であるかを検出した場合に、撮影制御手段が前記カメラを撮影制
御し、次に、点消灯検出手段が全光源の消灯を検出した後、次の光源の点灯が波長によっ
てどの光源の点灯であるかを検出した場合に、撮影制御手段が前記カメラを撮影制御する
工程を順次繰り返して行うので、確実に携帯端末のカメラで複数種類の光源による撮影を
行うことができるとともに、各光源による撮影を適切なタイミングで行える。
【００２２】
　また、本発明のレンズモジュールは、請求項１に記載のレンズモジュールにおいて、前
記携帯端末からの光源点灯指示信号および光源消灯指示信号を受信するとともに、前記携
帯端末に光源点灯報知信号および光源消灯報知信号を送信する送受信手段を備え、
　前記光源制御手段は、前記光源点灯指示信号を受信した場合に前記光源を点灯させると
ともに、前記送受信手段に光源点灯報知信号を前記携帯端末に向けて送信させ、前記光源
消灯指示信号を受信した場合に前記光源を消灯させるとともに、前記送受信手段に光源消
灯報知信号を前記携帯端末に向けて送信させてもよい。
【００２３】
　このような構成によれば、光源制御手段は、携帯端末から光源点灯指示信号を受信した
場合に光源を点灯させるとともに、送受信手段に光源点灯報知信号を前記携帯端末に送信
させるので、光源の点灯をカメラによる撮影に応じて適切なタイミングで行える。
　また、光源制御手段は、光源消灯指示信号を受信した場合に光源を消灯させるとともに
、送受信手段に光源消灯報知信号を前記携帯端末に送信させるので、光源の消灯をカメラ
の撮影の終了に応じて適切なタイミングで行える。
【００２４】
　また、本発明の携帯型撮影装置は、カメラを備えた携帯端末と、請求項７に記載のレン
ズモジュールとを備え、
　前記携帯端末は、前記レンズモジュールの送受信手段からの光源点灯報知信号および光
源消灯報知信号を受信するとともに、前記レンズモジュールに光源点灯指示信号および光
源消灯指示信号を送信する端末側送受信手段と、制御手段と、表示制御手段とを備え、
　前記制御手段は、前記レンズモジュールから光源点灯報知信号を前記送受信手段および
端末側送受信手段を介して受信した場合に、前記カメラに撮影を行わせ、当該カメラによ
る撮影が終了した場合に、光源消灯指示信号を前記端末側送受信手段および送受信手段を
介して前記レンズモジュールに向けて送信し、前記レンズモジュールから光源消灯報知信
号を前記送受信手段および端末側送受信手段を介して受信した場合に、光源点灯指示信号
を前記端末側送受信手段および送受信手段を介して前記レンズモジュールに向けて送信し
、
　前記表示制御手段は、前記カメラによって撮影された撮影画像を前記光源の種類と関連
付けて前記携帯端末の画面に表示させることを特徴とする。
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【００２５】
　本発明によれば、携帯端末の制御手段が、レンズモジュールからの光源点灯報知信号を
送受信手段および端末側送受信手段を介して受信した場合に、カメラに撮影を行わせるの
で、確実にカメラで被写体を撮影できる。
　また、カメラによる撮影後は、光源消灯指示信号をレンズモジュールに携帯端末送受信
および送受信手段を介して送信するので、確実に光源を消灯でき、電池の消耗を防止でき
る。
　また、表示制御手段によって、カメラで撮影された撮影画像を光源の種類と関連付けて
携帯端末の画面に表示させるので、ユーザーは画面に表示された撮影画像の種類を容易に
確認できる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明のレンズモジュールによれば、肌等の被写体を撮影する際に、複数種類の撮影を
行えるとともに、撮影の際に光源の点灯、消灯を適切に制御することができる。また本発
明の携帯型撮影装置によれば、光源が点灯した場合に確実に携帯端末のカメラで撮影する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の第１実施形態に係る携帯型撮影装置を示すもので、その正面図である。
【図２】同、レンズモジュールを示す正面図である。
【図３】同、レンズモジュールを示す断面図である。
【図４】同、レンズモジュールのレンズ筐体部分を示す断面図である。
【図５】同、レンズモジュールのレンズ筐体部分を示す断面図である。
【図６】同、レンズモジュールのＬＥＤ基板を示す平面図である。
【図７Ａ】同、ブロック図である。
【図７Ｂ】同、スマートフォンの正面図であり、（ａ）は撮影ボタンを画面の上端部に配
置したものを示し、（ｂ）は撮影ボタンを画面の上端部略右半分に配置したものを示す。
【図８】本発明の第１の実施の形態の携帯型撮影装置によって人の顔の肌を撮影する方法
の例を説明するもので、第１例を示すフローチャートである。
【図９】同、第２例を示すフローチャートである。
【図１０】同、第３例を示すフローチャートである。
【図１１】同、第４例を示すフローチャートである。
【図１２】同、第５例を示すフローチャートである。
【図１３】同、第６例を示すフローチャートである。
【図１４】同、第７例を示すもので、肌レンズ側の処理を示すフローチャートである。
【図１５】同、第７例を示すもので、スマートフォン側の処理を示すフローチャートであ
る。
【図１６】同、第８例を示すもので、スマートフォン側の処理を示すフローチャートであ
る。
【図１７】本発明の第２の実施の形態に係る携帯型撮影装置を示すブロック図である。
【図１８】本発明の第２の実施の形態の携帯型撮影装置によって人の顔の肌を撮影する方
法の例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
（第１の実施の形態）
　この実施の形態の携帯型撮影装置は、図１～図７Ｂに示すように、デジタルカメラ（撮
像素子を備える図２に示すカメラ２）を備えた携帯型電子機器（携帯端末）としてのスマ
ートフォン１（図１および図７Ａに図示）と、スマートフォン１のカメラ２に装着されて
肌２４（図７Ａに図示）を拡大して接写するための２枚のレンズ１１ａ，１１ｂ（図３～
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図５、図７Ａに図示）からなるコンバージョンレンズ１１および撮影の照明用のＬＥＤ１
２，１３（図３～図７Ａに図示）を備えたレンズモジュール１０とからなるものである。
【００２９】
　なお、図１、図２において、レンズモジュール１０は、コンバージョンレンズ１１を支
持するバレル２０ａ（図３～図５に図示）を備える後述のレンズ筐体２０の部分を除いた
筐体１０ａの前面部分を図示せずに内部の電池１７、電源スイッチ１９、電子回路部１６
ａが実装される回路基板１６ｂが見える状態で図示している。
【００３０】
　レンズモジュール１０は、筐体１０ａを備え、筐体１０ａは、レンズ筐体２０を除いて
、扁平な箱状に形成され、スマートフォン１のディスプレイ（図示略）が設けられた正面
の反対側である背面のカメラ２のレンズ部分にコンバージョンレンズ１１を重ね合わせる
ように配置される。
【００３１】
　この筐体１０ａのスマートフォン１への固定は、例えば、クリップ式やバンド式で行わ
れる。クリップ式は、例えば、レンズモジュール１０に、レンズモジュール１０との間に
スマートフォン１を挟み込むクリップ部材（図示略）を設けたものである。すなわち、レ
ンズモジュール１０と、このレンズモジュール１０に固定されたクリップ部材との間に弾
性力によりスマートフォン１を挟むものである。
【００３２】
　この場合に、レンズモジュール１０をスマートフォン１の背面に対して、許容範囲内で
縦横に移動可能になっており、スマートフォン１の各機種のカメラ２の配置に対応可能に
なっている。
　バンド式は、例えば、腕時計のバンドのように、レンズモジュールにゴムバンド等の伸
び縮みするバンド（図示略）を取り付け、スマートフォン１をバンド内に挿入することで
、レンズモジュール１０をスマートフォン１に奏略するものであり、この場合もコンバー
ジョンレンズ１１をスマートフォン１の背面に対して縦横に移動可能になっている。
【００３３】
　レンズモジュール１０は、上述のコンバージョンレンズ１１およびＬＥＤ１２，１３と
、ＬＥＤ１２を駆動するＬＥＤ駆動回路１４（図７Ａに図示）と、ＬＥＤ１３を駆動する
ＬＥＤ駆動回路１５（図７に図示）とを備える。
　また、レンズモジュール１０は、図４、図５の示すようにコンバージョンレンズ１１が
収納されるレンズ筐体２０を備える。レンズ筐体２０は、コンバージョンレンズ１１を支
持するバレル２０ａを基端側（カメラ２に装着される側）に備え、先端面が肌２４の撮影
時に肌２４に当接する当接部２０ｂとされ、当接部２０ｂが肌２４に当接した状態で外光
を遮るようになっている。また、当接部２０ｂには、矩形状（略正方形状）の開口部２０
ｃが形成され、肌２４の開口部２０ｃに臨む部分が撮影されるようになっている。
【００３４】
　図３～図５に示すように、バレル２０ａは、レンズ１１ａおよびレンズ１１ｂからなる
コンバージョンレンズ１１を支持した状態で、レンズ筐体２０の基端部（カメラ２に装着
される側の端部）内に固定されている。また、バレル２０ａの基端部には、後述の第２偏
光板２２が設けられている。また、レンズ筐体２０内には、当接部２０ｂの開口部２０ｃ
に向けて撮影用の照明光を照射するＬＥＤ１２，１３を備えたＬＥＤ基板１２ａ（図３～
図６に図示）が支持されている。
【００３５】
　ＬＥＤ１２,１３は、ＬＥＤ基板１２ａに設けられている。また、後述のように肌２４
のキメを撮影するためのＬＥＤ１３が一つで、肌２４のシミを撮影するためのＬＥＤ１２
が２つとされている。また、ＬＥＤ基板１２ａの２つのＬＥＤ１２は、後述の第１偏光板
２１に覆われた状態となっている。また、ＬＥＤ駆動回路１４，１５もＬＥＤ基板１２ａ
に設けられている。なお、ＬＥＤ駆動回路１４，１５が回路基板１６ｂに設けられていて
もよい。
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【００３６】
　なお、図３～図５に示すように、ＬＥＤ基板１２ａは、そのＬＥＤ１２，１３がレンズ
筐体２０の開口部２０ｃに臨む肌２４を直接照明するように配置されているが、ハーフミ
ラーで反射させることにより、ＬＥＤ１２，１３の光が開口部２０ｃに臨む肌２４に照射
されるようにしてもよい。
【００３７】
　また、レンズモジュール１０は、筐体１０ａに固定された回路基板１６ｂに、ＬＥＤ駆
動回路１４，１５、ＣＰＵ１６等に電力を供給する電池１７を備えた電源回路１８（図７
Ａに図示）と、電源スイッチ１９を備える。なお、電池１７として円板状のボタン電池を
図示したが、電池は、例えば、単４電池であってもよい。電源スイッチ１９はスライド式
、プッシュ式等各種スイッチを用いることができる。電源スイッチ１９を設ける場所も肌
レンズ１０の筺体部分に限らず、肌に当接する当接部にプッシュ式の電源スイッチを設け
ることもできる。このプッシュ式の電源スイッチは肌に当接することによりスイッチが入
るものとしてもよい。この場合シリコーンゴムからなる接触部材が外側に付勢された状態
で当接部から突出しており、接触部材が肌に当たることにより電源スイッチがＯＮとなり
、離した時にＯＦＦとなるように構成する。また、より強い力で付勢しておき、手で押し
込んで長押しでＯＮ、ＯＦＦとしてもよい。この場合は、肌に当てても電源スイッチは入
らない。
【００３８】
　また、上述の二つのＬＥＤ１２，１３は、発光色が少し異なり、ＬＥＤ１２は、肌２４
のシミの撮像に用いられるもので、発光色が略白となっている。それに対して、ＬＥＤ１
３は、肌２４のキメの撮像に用いられるもので、ＬＥＤ１２の発光色に対して黄色が強く
肌色に近い色になっている。
【００３９】
　また、シミ撮影用のＬＥＤ１２に第１偏光板２１が設けられ、コンバージョンレンズ１
１と、カメラ２との間に第２偏光板２２が設けられている。これは、肌２４の表面より少
し下にあるシミを撮影するためのもので、これら偏光板２１，２２により、ＬＥＤ１２で
肌２４のシミを撮影する際の肌２４内部の反射光より、肌２４表面の反射光を大きく低減
させ、シミが撮影され易くするものである。なお、第１偏光板２１と、第２偏光板２２で
は、偏光方向が直交している。ＬＥＤ１２の光は第１偏光板２１を通過して偏光され、こ
の偏光は、肌２４で反射されても維持され、第２偏光板２２を通過困難な状態となる。そ
れに対して肌２４内部で反射した光は、偏光がなくなり、第２偏光板２２を通過する。な
お、偏光板２１，２２を設けなくてもよい。
【００４０】
　このようなレンズモジュール１０では、電子回路部のＣＰＵ１６の制御により、キメの
撮影時にＬＥＤ１３を発光（点灯）させるとともにＬＥＤ１２を消灯したままの状態とし
、シミの撮影時にＬＥＤ１２を発光させるとともにＬＥＤ１３を消灯したままとする。
【００４１】
　スマートフォン１は、周知の通り携帯電話としての機能を有し、無線回線を用いた通話
が可能となっている。また、スマートフォン１は、図示しないディスプレイを有するとと
もに、無線回線によりインターネットに接続可能であり、インターネットを介してｅメー
ルの送受信が可能で、アプリケーション（アプリ）としてのブラウザによりウェブサイト
の閲覧が可能になっている。また、例えば、ウェブサイト等のサーバーに対してファイル
のアップロードが可能で、ウェブサイト等のサーバーからファイルのダウンロードが可能
になっている。
【００４２】
　また、スマートフォン１には、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ等を有する制御手段（図７Ａに
図示）３を備え、プログラムとしてのアプリを実行可能になっている。また、制御手段３
には、記憶装置としてのフラッシュメモリ４が接続されており、ダウンロードとしたアプ
リや、音楽ファイル、動画ファイル、静止画ファイル等、アプリ（プログラム）を保存可
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能になっている。
　また、制御手段３は、カメラ２を制御して撮影（撮像）が可能であるとともに、撮像し
た画像データをフラッシュメモリ４に保存することができる。また、画像処理や画像解析
用のアプリにより画像データの解析や処理が可能である。
　カメラ２は、撮像素子を有し、静止画、動画の撮影が可能であり、例えば、３０ｆｐｓ
等の設定されたフレームレートで画像を撮影する。
【００４３】
　さらに、制御手段３は、ＬＥＤ１２,１３の点灯および消灯を検出する点消灯検出手段
３ａと、点消灯検出手段３ａによってそれぞれのＬＥＤ１２,１３の点灯および消灯が検
出された際に、カメラ２による撮影を制御する撮影制御手段３ｂと、この撮影制御手段３
ｂによる制御によってカメラ２で撮影された撮影画像をＬＥＤ１２,１３に関連付けて携
帯端末の画面に表示させる表示制御手段３ｃとを備えている。
【００４４】
　肌レンズ（レンズモジュール）１０は、前記コンバージョンレンズ１１およびＬＥＤ１
２，１３と、ＬＥＤ１２を駆動するＬＥＤ駆動回路１４と、ＬＥＤ１３を駆動するＬＥＤ
駆動回路１５とを備えている。また、レンズモジュール１０は、ＬＥＤ駆動回路１４，１
５を介してＬＥＤ１２，１３の点灯と消灯を制御する光源制御手段としてのＣＰＵ１６を
備えている。なお、ＣＰＵ１６は、実際にはＣＰＵ単体ではなく、ＲＯＭ、ＲＡＭ等の記
憶手段を備えるワンチップマイコン（ＩＣチップ）である。
【００４５】
　また、肌レンズ（レンズモジュール）１０は、ＬＥＤ駆動回路１４，１５、ＣＰＵ１６
等に電力を供給する電池１７を備えた電源回路１８と、電源スイッチ１９を備えている。
　また、肌レンズ（レンズモジュール）１０は、コンバージョンレンズ１１の鏡筒２０を
備える。鏡筒２０は、コンバージョンレンズ１１を支持するとともに、フードとして機能
し、先端面が肌に接触した状態で外光を遮るようになっている。
【００４６】
（第１例）
　次に、第１の実施の形態の携帯型撮影装置によって、人の顔の肌を撮影する方法の制御
シーケンスの第１例について図８を参照して説明する。
　まず、撮影者（ユーザ）は、スマートフォン１の電源をＯＮにした後、その画面で「簡
易肌診断」というアプリを選択する（ステップＵＳ１）。
　すると、スマートフォン１の撮影処理がスタートする（ステップＳＳ１）。スマートフ
ォン１の画面には、「肌レンズの電源をＯＮにして、肌にセットしてください。準備がで
きたら撮影ボタンにタッチして下さい」とのメッセージが表示される（ステップＳＳ１）
。このメッセージは音声によるものでもよく、併用してもよい。
【００４７】
　肌レンズ１０では、電源スイッチをＯＮとすると（ステップＨＳ１）、当該肌レンズ１
０が初期化処理され（ステップＨＳ２）、ＬＥＤの点滅モードを開始する。すなわち、Ｃ
ＰＵ（光源制御手段）１６は、２種類のＬＥＤ１２,１３の点灯と消灯を所定時間ごとに
順次繰り返して行う制御を行う。
　まずきめ撮影用のＬＥＤ１３を２秒間点灯させた（ステップＨＳ３）後、当該ＬＥＤ１
３を０．５秒間消灯させる（ステップＨＳ４）。次に、しみ撮影用のＬＥＤ１２を２秒間
点灯させた（ステップＨＳ５）後、当該ＬＥＤ１２を０．５秒間消灯させる（ステップＨ
Ｓ４）。
　その後、ステップＨＳ３～ステップＨＳ５を順次繰り返して行い、初期化処理（ステッ
プＨＳ２）から３０秒経過したら（ステップＨＳ６）、ＣＰＵ１６は電源をＯＦＦ処理す
る（ステップＨＳ７）。ステップＨＳ６で３０秒経過していなかった場合、ステップＨＳ
３～ステップＨＳ５を順次繰り返して行い、３０秒経過したら（ステップＨＳ６）、ＣＰ
Ｕ１６は電源をＯＦＦ処理する（ステップＨＳ７）。
　このように、肌レンズ１０では、ＬＥＤ１３,１２の点灯と消灯を所定時間（点灯２秒
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間、消灯０．５秒間）ごとに順次繰り返して行っている。
【００４８】
　ここで、肌レンズ１０（レンズモジュール）の電池１７が消耗してきた場合、ステップ
ＨＳ６で３０秒経過し、ステップＨＳ７で電源をＯＦＦにする前に、ＬＥＤ１２，１３の
うちの少なくともいずれか一方を、所定間隔（例えば０．２秒間隔）の点滅を所定時間（
例えば３秒間）行い、これによりユーザーに電池が消耗していることを報知する。この場
合、予めＬＥＤ駆動回路１４，１５に前記のような点滅処理を設定しておき、肌レンズ１
０のＣＰＵ１６が電池１７の消耗を電源回路１８を介して検知した場合に、ＬＥＤ駆動回
路１４，１５に指示して、ＬＥＤ１２，１３を前記のようにして点滅させればよい。この
ように構成すれば、ユーザーに電池１７の消耗を知らせるための特別な表示機能を要する
ことなく、電池１７の消耗を確実に報知できる。
　この場合、電源回路１８に電池電圧低下検出回路などの電源電圧監視手段が設けられ、
電池１７の電圧が設定された基準電圧以下となった場合に信号を出力する機能を有するも
のである。
【００４９】
　また、消耗してきた電池１７では、ＬＥＤ１２，１３が点滅を始めると、急激に電圧低
下が起こり、前記ステップＨＳ６での３０秒経過前に、電源回路１８に設けられた電池電
圧低下検出回路が働き、ＣＰＵ１６の指示によってＬＥＤ点滅動作が停止される場合があ
る。このような電池１７が消耗した状態での、規定時間（３０秒）より少ない時間でのＬ
ＥＤ点滅終了を防止するために以下のような処理を行う。すなわち、前記ステップＨＳ６
での３０秒の間に一度でも電池電圧低下が前記電池電圧低下検出回路を介してＣＰＵ１６
で検知された場合、この情報をフラグ情報として、肌レンズ１０に設けた図示しない不揮
発性メモリに記録する。
　そして、次回電源スイッチ１９を押下した際に、前記フラグ情報があれば、ＣＰＵ１６
がＬＥＤ駆動回路１４，１５に指示してＬＥＤ１２，１３の肌撮影用の点灯を行わないよ
うにする。不揮発性メモリに記録されている前記フラグは、新品の電池１７に交換され、
例えば電池電圧が４．３Ｖ以上になったことを検出した場合、当該不揮発性メモリからク
リア（削除）される。
　このような電池１７の消耗をユーザーに報知する機能および電池１７が消耗した状態で
の、規定時間（３０秒）より少ないＬＥＤ点滅を防止するための機能は後述する第２例～
第８例でも同様に行える。
【００５０】
　肌レンズでの上記ＬＥＤの点滅モード中に、撮影者は肌に携帯型撮影装置をセット（ス
テップＵＳ２）したうえで、スマートフォンの画面に表示される撮影ボタンをタッチする
（ステップＵＳ３）。
　撮影操作中にユーザーは画面を見ることが困難である。そのため、画面中の撮影ボタン
はユーザーが画面を見なくてもタッチできるように、かつ、画面中に表示された他のボタ
ンを触れて誤操作しないようになっている。すなわち、図７Ｂ（ａ）に示すように、スマ
ートフォン１を手で保持しつつ人差し指で撮影ボタン１ａをタッチすることを想定して、
画面の上段部分に撮影ボタン１ａを表示している。撮影ボタン１ａは上端から画面縦サイ
ズの１／５～１／３の範囲が望ましい。
　また、右手で操作するユーザーに対しては、図７Ｂ（ｂ）に示すように、画面の上記範
囲の中で右半分、好ましくは画面右端から左に１／４～１／２の範囲に撮影ボタン１ｂを
配置するのが望ましい。左手で操作するユーザーに対してはこの対称の位置に撮影ボタン
１ｂが配置されるのが好ましい。これは、ユーザーが手鏡を利用してカメラの撮影画面を
見ながら操作することを想定した場合に有効な方法である。
　さらに、撮影をキャンセルするボタンを画面に配置することも必要であるが、ユーザー
が撮影時に最も誤って触れにくい部分に配置することが必要である。ユーザーがスマホを
保持して肌に当てながら撮影ボタンを人差し指で触れるということを考慮すれば、画面の
下半分の位置、画面下端から縦画面サイズの１／３の位置に配置するのが好ましい。また
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取消の際にはユーザーが画面を見て操作するのが通例であるため、画面下端から縦画面サ
イズの１／５の位置が視覚的にも好ましい。
　ユーザーが撮影ボタンをタッチすると、音声により「撮影を開始します。そのまま５秒
間お待ちください」とのメッセージがユーザー向けに案内される（ステップＳＳ３）。
【００５１】
　前記スマートフォン１では、ステップＳＳ３の後、点消灯検出手段３ａがＬＥＤ１２,
１３の消灯を確認するまで待ち状態となる（ステップＳＳ４）。ステップＳＳ４でＬＥＤ
１２,１３の消灯を確認した後、点消灯検出手段３ａがきめ撮影用のＬＥＤ１３の光の波
長を検出することによって、当該ＬＥＤ１３が点灯しているのを検出する（ステップＳＳ
５）。次に、撮影制御手段３ｂが、当該ＬＥＤ１３の点灯時間（２秒）を考慮して、点灯
時間内の適切な時間に前記カメラ２を撮影制御する（ステップＳＳ６）。つまり、カメラ
２のシャッター音を発生させ静止画像を取り込む。これによって、きめ用の撮影画像を得
ることができる。
【００５２】
　次に、点消灯検出手段３ａがＬＥＤ１２,１３の消灯を確認するまで待ち状態となる（
ステップＳＳ７）。消灯が確認できたら、点消灯検出手段３ａがしみ撮影用のＬＥＤ１２
を、その光の波長を検出することによって、当該ＬＥＤ１２が点灯しているのを検出する
（ステップＳＳ８）。次に、撮影制御手段３ｂが、当該ＬＥＤ１２の点灯時間（２秒）を
考慮して、点灯時間内の適切な時間に前記カメラ２を撮影制御する（ステップＳＳ９）。
つまり、カメラ２のシャッター音を発生させ静止画像を取り込む。これによって、しみ用
の撮影画像を得ることができる。
【００５３】
　次に、表示制御手段３ｃが前記カメラ２で撮影されたきめ用としみ用の２種類の撮影画
像を、ＬＥＤ１３,１２と関連付けてスマートフォン１の画面に表示させる（ステップＳ
Ｓ１０）。つまり、表示される撮影画像がＬＥＤ１３を光源として撮影されたきめ用の画
像であるか、ＬＥＤ１２を光源として撮影されたしみ用の画像であるかを区別して表示さ
せる。
　ステップＳＳ６でカメラ２によって撮影された画像は、きめ用の画像であり、ステップ
ＳＳ８でカメラ２によって撮影された画像は、しみ用の画像であるため、それぞれカメラ
２で撮影された画像を、きめ用としてメモリ４に保存するとともに、しみ用としてメモリ
４に保存する。したがって、メモリ４からそれぞれの画像を読み込むことによって、スマ
ートフォン１の画面に、きめ用の撮影画像としみ用の撮影画像を表示できる。
　この表示が終了したら、スマートフォン１では撮影処理を終了するか、再撮影を行うか
、撮影者が次のアプリケーション処理を選択するか、いずれかをユーザーは選択する。図
８のフローでは撮影者が次のアプリケーション処理を選択し（ＵＳ４）、次のアプリケー
ション処理へと移行する場合を記載している（ステップＳＳ１１）。
【００５４】
　なお、本例では、きめ撮影の後、しみ撮影となっているが、逆であってもかまわない。
　また、スマートフォン１にはさまざまな機種があり、ＬＥＤの波長検出および、撮影カ
メラ制御処理の時間は、機種によって異なる。もっとも時間がかかる機種を考慮して、本
例では、ＬＥＤ点灯時間は２秒間としているが、実質的には１秒程度としても問題はない
。
　このように本実施の形態ではＬＥＤ点灯時間を２秒間としているが、点灯必要時間は、
スマートフォン１のカメラ性能に依存する。スマートフォン１のカメラ２において、フォ
ーカス調整に比較的長時間を要する場合、ＬＥＤ点灯時間を長時間に設定する必要がある
一方、フォーカス調整が素早いスマートフォン１では、ＬＥＤ点灯時間が長時間であるた
めに、待ち時間が長くなるという弊害がある。
　そこで、ＬＥＤ点灯時間を変更できる機能を追加してもよい。例えば、レンズモジュー
ル１０のＬＥＤ駆動回路１４，１５に予め複数の点灯時間（例えば、１．５秒、２．０秒
、２．５秒、３．０秒）を設定しておき、電源スイッチ１９を長押し（例えば５秒）する
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と、それをＣＰＵ１６が検知して、ＬＥＤ駆動回路１４，１５に指示して、ＬＥＤ点灯時
間を順次（例えば、１．５秒、２．０秒、２．５秒、３．０秒の順に）変更する（切り替
える）ように構成すればよい。
　このように構成すれば、電源１９を長押しするたびにＬＥＤ点灯時間を変更できるので
、スマートフォン１のカメラ性能（フォーカス性能）に応じて、適切なＬＥＤ点灯時間を
設定できる。
　このようなＬＥＤ点灯時間の変更機能は、後述する第２例～第８例でも同様に追加する
ことができる。
　また、ＬＥＤ点灯時間を変更した場合、その変更をユーザーに報知する必要があるが、
この報知は例えば、電源スイッチ１９に複数種類の光を発光可能なＬＥＤを設けておき、
複数の点灯時間とＬＥＤの複数の発光色とをそれぞれ対応付けておき、電源スイッチ１９
を長押しするたびにＬＥＤの発光色が変わるように構成すればよい。
　また、レンズモジュール１０の適当な部位にＬＥＤ点灯時間に応じた複数のＬＥＤを設
けておき、電源スイッチ１９を長押しするたびに、ＬＥＤ点灯時間に対応するＬＥＤが点
灯するにように構成してもよい。
【００５５】
　また、図示は省略しているが、きめ撮影用のＬＥＤ１３の波長検出後に、しみ撮影用の
ＬＥＤ１２波長を検出しなかった場合は、きめ撮影用のＬＥＤ１３の波長検出時に、たま
たま、外光をきめ撮影用のＬＥＤ１３と判別した可能性があり、その場合は、処理をやり
直すことになる。
【００５６】
　本例によれば、光源制御手段（ＣＰＵ）１６が、ＬＥＤ１３,１２の光源の点灯と消灯
を所定時間ごとに順次繰り返して行う制御を行っている場合に、点消灯検出手段３ａによ
って、ＬＥＤ１２,１３のそれぞれの点灯が検出された際に、撮影制御手段３ｂがカメラ
２に撮影させ、ＬＥＤ１２,１３の消灯が検出された際に、点消灯検出手段３ａがＬＥＤ
１２またはＬＥＤ１３の波長を検出するまで、カメラの撮影を待機させるので、確実にカ
メラ２できめ用としみ用の肌の撮影をすることができる。
　また、表示制御手段３ｃによって、カメラ２で撮影された撮影画像をＬＥＤ１２または
ＬＥＤ１３と関連付けてスマートフォン１の画面に表示させるので、ユーザーは画面に表
示された撮影画像の種類を容易に確認できる。つまり、ユーザーはきめ用の撮影画像であ
るのか、しみ用の撮影画像であるのかを容易に確認できる。
【００５７】
（第２例）
　前記第１例では、きめ撮影用のＬＥＤ１３の波長を検出して、きめ撮影をカメラ２で行
った後、ＬＥＤ１３,１２の消灯確認をした後、しみ撮影用のＬＥＤ１２の波長検出を行
っている。
　この方式の利点は、スマートフォン１の性能向上等により、ＬＥＤ波長検出、および撮
影のカメラ制御時間が短くなり、しみ撮影用のＬＥＤ１２、およびきめ撮影用のＬＥＤ１
３の点灯時間２秒間を、肌レンズ１０側で短くした機種が出てきても、スマートフォン１
側のソフトは、変更せずに、どちらの肌レンズ機種も扱えるという点にある。一方、将来
にわたって、しみ撮影用のＬＥＤ１２、およびきめ撮影用のＬＥＤ１３の点灯時間２秒間
を変更しないのであれば、きめ撮影用のＬＥＤ１３の点灯時間が２秒間であることを前提
として、その後のＬＥＤ１２,１３の０．５秒間消灯を省いても良い。この場合の制御シ
ーケンスを以下に示す。つまり、第１の実施の形態の携帯型撮影装置によって、人の顔の
肌を撮影する方法の制御シーケンスの第２例について図９を参照して説明する。
【００５８】
　まず、本例では、前記ステップＵＳ１～ステップＵＳ４まで、前記ステップＳＳ１～ス
テップＳＳ３までは、前記第１例と同様であるので、その説明を省略する。
　肌レンズ１０では、初期化処理後、ＣＰＵ（光源制御手段）１６は、２種類のＬＥＤ１
３,１２を順次所定時間（２秒間）点灯させるとともに、ＬＥＤ１３,１２の点灯後、ＬＥ
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Ｄ１３,１２を所定時間（０．５秒間）消灯させる制御を繰り返して行う。
【００５９】
　すなわち、ＣＰＵ１６が、まずきめ撮影用のＬＥＤ１３を２秒間点灯させた（ステップ
ＨＳ１３）後、当該ＬＥＤ１３を消灯するとともに、しみ撮影用のＬＥＤ１２を２秒間点
灯させる（ステップＨＳ１４）。ＬＥＤ１３の消灯とともに、ＬＥＤ１２を点灯させるの
で、ＬＥＤ１３とＬＥＤ１２との間の点灯、消灯において、ＬＥＤ１３,１２の双方とも
消灯していることはない。その後、ＬＥＤ１３,１２を０．５秒間消灯させる（ステップ
ＨＳ１５）。
　そして、ステップＨＳ１３～ステップＨＳ１５を順次繰り返して行い、初期化処理（ス
テップＨＳ２）から３０秒経過したら（ステップＨＳ１６）、ＣＰＵ１６は電源をＯＦＦ
処理する（ステップＨＳ１７）。ステップＨＳ１６で３０秒経過していなかった場合、ス
テップＨＳ１３～ステップＨＳ１５を順次繰り返して行い、３０秒経過したら（ステップ
ＨＳ１６）、ＣＰＵ１６は電源をＯＦＦ処理する（ステップＨＳ１７）。
【００６０】
　このように、肌レンズ１０では、ＬＥＤ１３,１２を順次所定時間（２秒間）点灯させ
るとともに、ＬＥＤ１３,１２の点灯後、ＬＥＤ１３,１２を所定時間（０．５秒間）消灯
させる制御を繰り返し行っている。
【００６１】
　前記スマートフォン１では、ステップＳＳ３の後、点消灯検出手段３ａがＬＥＤ１２,
１３の消灯を確認するまで待ち状態となる（ステップＳＳ１４）。ステップＳＳ１４でＬ
ＥＤ１２,１３の消灯を確認した後、点消灯検出手段３ａがきめ撮影用のＬＥＤ１３の光
の波長を検出することによって、当該ＬＥＤ１３が点灯しているのを検出する（ステップ
ＳＳ１５）。
　次に、タイマーをスタートさせる（ステップＳＳ１６）。このタイマーはスマートフォ
ン１に時計機能として内蔵されており、前記制御手段３がタイマーのＯＮ・ＯＦＦ制御お
よびタイマーの経過時間を検出可能となっている。
　タイマーをスタートさせた後、撮影制御手段３ｂがカメラ２を撮影制御する（ステップ
ＳＳ１７）。つまり、カメラ２のシャッター音を発生させ静止画像を取り込む。前記ステ
ップＳＳ１５できめ撮影用のＬＥＤ１３が点灯していることが確認されているので、きめ
用の撮影画像を得ることができる。
【００６２】
　次に、きめ撮影用のＬＥＤ１３は２秒間点灯しているので、タイマーによって２秒経過
したことが制御手段３によって検出されたならば（ステップＳＳ１８）、撮影制御手段３
ｂがカメラ２を撮影制御する（ステップＳＳ１９）。つまり、カメラ２のシャッター音を
発生させ静止画像を取り込む。前記ステップＳＳ１５できめ撮影用のＬＥＤ１３が点灯し
ていることが確認されており、当該点灯から２秒経過しているので、ステップＳＳ１９で
は、しみ撮影用のＬＥＤ１２が点灯していることになる。したがって、しみ用の撮影画像
を得ることができる。
　このように、撮影制御手段３ｂがＬＥＤ１３,１２の点灯に同期するように、所定時間
（２秒間）間隔で前記カメラを撮影制御することによって、きめ用の撮影画像としみ用の
撮影画像を得ることができる。
【００６３】
　次に、表示制御手段３ｃが前記カメラ２で撮影されたきめ用としみ用の２種類の撮影画
像を、ＬＥＤ１３,１２と関連付けてスマートフォン１の画面に表示させる（ステップＳ
Ｓ２０）。つまり、表示される撮影画像がＬＥＤ１３を光源として撮影されたきめ用の画
像であるか、ＬＥＤ１２を光源として撮影されたしみ用の画像であるかを区別して表示さ
せる。ステップＳＳ１７でカメラ２によって撮影された画像は、きめ用の画像であり、ス
テップＳＳ１９でカメラ２によって撮影された画像は、しみ用の画像であるため、それぞ
れカメラ２で撮影された画像を、きめ用としてメモリ４に保存するとともに、しみ用とし
てメモリ４に保存する。したがって、メモリ４からそれぞれの画像を読み込むことによっ
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て、スマートフォン１の画面に、きめ用の撮影画像としみ用の撮影画像を表示できる。
　この表示が終了したら、スマートフォン１では撮影処理を終了するか、再撮影を行うか
、撮影者が次のアプリケーション処理を選択するか、いずれかをユーザーは選択する。図
９のフローでは撮影者が次のアプリケーション処理を選択し（ＵＳ４）、次のアプリケー
ション処理へと移行する場合を記載している（ステップＳＳ１１）。
【００６４】
　なお、本例では、きめ撮影の後、しみ撮影となっているが、逆であってもかまわない。
【００６５】
　本例によれば、ＣＰＵ（光源制御手段）１６が２種類のＬＥＤ１３,１２を順次所定時
間点灯させるとともに、ＬＥＤ１３,１２の点灯後、当該ＬＥＤ１３,１２を所定時間（０
．５秒間）消灯させる制御を繰り返し行っている場合に、点消灯検出手段３ａがＬＥＤ１
３,１２の消灯を検出した後、最初のＬＥＤ１３の点灯を検出した場合に、撮影制御手段
３ｂがカメラ２を撮影制御し、その後は、撮影制御手段３ｂが、ＬＥＤ１２の点灯に同期
するように、タイマーによって所定時間（２秒間）間隔でカメラ２を撮影制御するので、
確実にスマートフォン１のカメラ２で２種類のＬＥＤ１３,１２による撮影を行うことが
できる。また、点消灯検出手段３ａがＬＥＤ１３,１２の消灯と、この消灯後の最初のＬ
ＥＤ１３の点灯を検出するだけで、２種類のＬＥＤ１３,１２による撮影を行えるという
利点がある。
　また、第１例と同様に、表示制御手段３ｃによって、カメラ２で撮影された撮影画像を
ＬＥＤ１２またはＬＥＤ１３と関連付けてスマートフォン１の画面に表示させるので、ユ
ーザーは画面に表示された撮影画像の種類を容易に確認できる。つまり、ユーザーはきめ
用の撮影画像であるのか、しみ用の撮影画像であるのかを容易に確認できる。
【００６６】
（第３例）
　前記第１および第２例では、最初に、きめ撮影用のＬＥＤ１３の波長の検出を待って、
カメラ撮影を行っている。この場合、丁度、きめ撮影用のＬＥＤ１３が点灯を始めた直後
に、撮影ボタンがタッチされた場合は、きめ撮影用のＬＥＤ１３が消灯し、次にしみ撮影
用のＬＥＤ１２が点灯・消灯し、次にきめ撮影用のＬＥＤ１３が点灯されてから、カメラ
撮影が始まることになる。撮影ボタンのタッチのタイミングによって、撮影開始までの時
間が異なることを防ぐには、ＬＥＤの波長が、きめ撮影用か、しみ撮影用かを判別し、撮
影を行った方が良い。この場合は、単にきめ撮影用のＬＥＤ１３、あるいはしみ撮影用の
ＬＥＤ１２が点灯しているかどうかの判別よりは、処理に時間がかかる。そのため、ＬＥ
Ｄ１２,１３の点灯時間は、第１例および第２例の場合よりは、長くした方が安全であり
、本第３例では、２．２秒間としている。この場合の制御シーケンスを図１０を参照して
説明する。
【００６７】
　まず、本例では、前記ステップＵＳ１～ステップＵＳ４まで、前記ステップＳＳ１～ス
テップＳＳ３まで、ステップＨＳ１～ステップＨＳ７までは、前記第１例と同様であるの
で、その説明を省略する。ただし、本例では、ステップＨＳ３で、きめ撮影用のＬＥＤ１
３の点灯時間を２．２秒間、ステップＨＳ５で、しみ撮影用ＬＥＤ１２の点灯時間を２．
２秒間としている点が第１例と異なる。
【００６８】
　また、肌レンズ１０では、ＬＥＤ１３,１２を順次所定時間（２．２秒間）点灯させる
とともに、ＬＥＤ１３,１２の点灯後、ＬＥＤ１３,１２を所定時間（０．５秒間）消灯さ
せる制御を繰り返し行っているが、この繰り返しの途中において、ＬＥＤ１２,１３の消
灯後、どちらのＬＥＤ（ＬＥＤ１３またはＬＥＤ１２）が点灯しているかが不明であるの
で、スマートフォン１でＬＥＤの波長判別を行って、どちらのＬＥＤ（ＬＥＤ１３または
ＬＥＤ１２）が点灯しているかを判断している（ステップＳＳ２６およびステップＳＳ３
１）。なお、図１０において、「きめｏｒしみ撮影ＬＥＤ２．２秒点灯」というステップ
を、ステップＨＳ３（５）とし、「しみｏｒきめ撮影ＬＥＤ２．２秒点灯」というステッ
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プを、ステップＨＳ５（３）としている。
【００６９】
　前記スマートフォン１では、ステップＳＳ３の後、点消灯検出手段３ａがＬＥＤ１２,
１３の消灯を確認するまで待ち状態となる（ステップＳＳ２４）。ステップＳＳ２４でＬ
ＥＤ１２,１３の消灯を確認した後、点消灯検出手段３ａがＬＥＤ１２またはＬＥＤ１３
の点灯を検出し（ステップＳＳ２５）、次に、ＬＥＤ１２またはＬＥＤ１３の波長判別を
行う（ステップＳＳ２６）ことによって、点灯しているＬＥＤがしみ撮影用のＬＥＤ１２
であるのか、きめ撮影用のＬＥＤ１３であるのかを判断する。
【００７０】
　点灯しているＬＥＤがきめ撮影用のＬＥＤ１３であった場合、撮影制御手段３ｂがカメ
ラ２を撮影制御する（ステップＳＳ２７）。つまり、カメラ２のシャッター音を発生させ
静止画像を取り込む。これによって、きめ用の撮影画像を得ることができる。
　一方、点灯しているＬＥＤがしみ撮影用のＬＥＤ１２であった場合、撮影制御手段３ｂ
がカメラ２を撮影制御する（ステップＳＳ２８）。つまり、カメラ２のシャッター音を発
生させ静止画像を取り込む。これによって、しみ用の撮影画像を得ることができる。
【００７１】
　次に、点消灯検出手段３ａがＬＥＤ１２,１３の消灯を確認するまで待ち状態となる（
ステップＳＳ２９）。その後、ステップＳＳ２５の場合と同様に、点消灯検出手段３ａが
ＬＥＤ１２,１３の点灯を検出し（ステップＳＳ３０）、次にステップＳＳ２６の場合と
同様に、ＬＥＤ１２,１３の波長判別を行う（ステップＳＳ３１）ことによって、点灯し
ているＬＥＤがしみ撮影用のＬＥＤ１２であるのかきめ撮影用のＬＥＤ１３であるのかを
判断する。
【００７２】
　点灯しているＬＥＤがきめ撮影用のＬＥＤ１３であった場合、撮影制御手段３ｂがカメ
ラ２を撮影制御する（ステップＳＳ３２）。つまり、カメラ２のシャッター音を発生させ
静止画像を取り込む。これによって、きめ用の撮影画像を得ることができる。
　一方、点灯しているＬＥＤがしみ撮影用のＬＥＤ１２であった場合、撮影制御手段３ｂ
がカメラ２を撮影制御する（ステップＳＳ３３）。つまり、カメラ２のシャッター音を発
生させ静止画像を取り込む。これによって、しみ用の撮影画像を得ることができる。
　このように、本例では、きめ用の撮影としみ用の撮影をそれぞれ２回ずつ行っている。
【００７３】
　次に、表示制御手段３ｃが前記カメラ２で撮影されたきめ用としみ用の２種類の撮影画
像を、ＬＥＤ１３,１２と関連付けてスマートフォン１の画面に表示させる（ステップＳ
Ｓ３４）。つまり、表示される撮影画像がＬＥＤ１３を光源として撮影されたきめ用の画
像であるか、ＬＥＤ１２を光源として撮影されたしみ用の画像であるかを区別して表示さ
せる。
　この表示が終了したら、スマートフォン１では撮影処理を終了するか、再撮影を行うか
、撮影者が次のアプリケーション処理を選択するか、いずれかをユーザーは選択する。図
１０のフローでは撮影者が次のアプリケーション処理を選択し（ＵＳ４）、次のアプリケ
ーション処理へと移行する場合を記載している（ステップＳＳ１１）。
【００７４】
　本例によれば、第１例と同様の効果を得ることができる他、撮影ボタンのタッチのタイ
ミングによって、撮影開始までの時間が異なることを防止できるという利点がある。
【００７５】
（第４例）
　第１例～第３例においては、スマートフォン１側でのきめ撮影用のＬＥＤ１３の波長か
、しみ撮影用のＬＥＤ１２の波長かの判別に、間違いが生じないように、肌レンズ１０に
搭載するＬＥＤは、きめ撮影用、しみ撮影用のＬＥＤ１３,１２ともに、規定値よりずれ
の少ないＬＥＤを搭載する必要がある。しかし、実際には、ＬＥＤの波長はばらつくため
、規定値に近い波長のＬＥＤを選別して使用している。このため、ＬＥＤは、価格が高く
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なる。規定値からのずれの許容値を大きくし、ＬＥＤの価格を下げることを図った第４例
を以下にしめす。そのためには、ＬＥＤの波長成分を絶対値で判別するのではなく、両Ｌ
ＥＤ１３,１２を相対的に比較し、より赤色に近い波長成分のＬＥＤをきめ撮影用のＬＥ
Ｄ１３、より青色に近い波長成分のＬＥＤをしみ撮影用のＬＥＤ１２と判別してやればよ
い。この場合の制御シーケンスを図１１を参照して説明する。
【００７６】
　まず、本例では、前記ステップＵＳ１～ステップＵＳ４まで、前記ステップＳＳ１～ス
テップＳＳ３まで、ステップＨＳ１～ステップＨＳ７までは、前記第３例と同様であるの
で、その説明を省略する。
【００７７】
　前記スマートフォン１では、ステップＳＳ３の後、点消灯検出手段３ａがＬＥＤ１２,
１３の消灯を確認するまで待ち状態となる（ステップＳＳ４）。ステップＳＳ４でＬＥＤ
１２,２３の消灯を確認した後、点消灯検出手段３ａがＬＥＤ１２またはＬＥＤ１３の点
灯を検出する（ステップＳＳ４０）。このステップＳＳ４０では、点消灯検出手段３ａは
ＬＥＤの点灯を検出するだけであり、ＬＥＤがきめ撮影用のＬＥＤ１３であるのか、しみ
撮影用のＬＥＤ１２であるのかは判別しない。
　ＬＥＤの点灯が検出されたら、撮影制御手段３ｂがカメラ２を撮影制御する（ステップ
ＳＳ４１）。つまり、カメラ２のシャッター音を発生させ静止画像を取り込む。これによ
って、きめ用の撮影画像またはしみ用の撮影画像を得ることができる。
【００７８】
　次に、点消灯検出手段３ａがＬＥＤ１２,１３の消灯を確認するまで待ち状態となり（
ステップＳＳ４２）、消灯確認した後、点消灯検出手段３ａがＬＥＤ１２またはＬＥＤ１
３の点灯を検出する（ステップＳＳ４３）。点消灯検出手段３ａはＬＥＤの点灯を検出す
るだけであり、ＬＥＤがきめ撮影用のＬＥＤ１３であるのか、しみ撮影用のＬＥＤ１２で
あるのかは判別しない。しかし、このステップＳＳ４３では、ステップ４０できめ撮影用
のＬＥＤ１３が点灯していたならば、しみ撮影用のＬＥＤ１２が点灯したことになる。逆
にステップ４０でしみ撮影用のＬＥＤ１２が点灯していたなたば、きめ撮影用のＬＥＤ１
３が点灯したことになる。
　ＬＥＤの点灯が検出されたら、撮影制御手段３ｂがカメラ２を撮影制御する（ステップ
ＳＳ４４）。つまり、カメラ２のシャッター音を発生させ静止画像を取り込む。これによ
って、きめ用の撮影画像またはしみ用の撮影画像を得ることができる。このステップＳＳ
４４では、ステップＳＳ４１できめ用の撮影画像を得ていたならば、しみ用の撮影画像を
得ることができ、逆にステップＳＳ４１でしみ用の撮影画像を得ていたならば、きめ用の
撮影画像を得ることができる。
【００７９】
　次に、ステップＳＳ４１およびステップＳＳ４４で得られた撮影画像の波長成分を表示
制御手段３ｃが比較し、相対的に赤色成分が多い画像をきめ画像としてフラッシュメモリ
４に保存し（ステップＳＳ４５）、次に、相対的に青色成分が多い画像をしみ画像として
フラッシュメモリ４に保存する（ステップＳＳ４６）。このステップＳＳ４５とステップ
ＳＳ４６とは順番を逆にしてもよい。
　次に、表示制御手段３ｃが前記カメラ２で撮影されたきめ用としみ用の２種類の撮影画
像を、ＬＥＤ１３,１２と関連付けてスマートフォン１の画面に表示させる（ステップＳ
Ｓ４７）。つまり、表示される撮影画像がＬＥＤ１３を光源として撮影されたきめ用の画
像であるか、ＬＥＤ１２を光源として撮影されたしみ用の画像であるかを区別して表示さ
せる。
　この表示が終了したら、スマートフォン１では撮影処理を終了するか、再撮影を行うか
、撮影者が次のアプリケーション処理を選択するか、いずれかをユーザーは選択する。図
１１のフローでは撮影者が次のアプリケーション処理を選択し（ＵＳ４）、次のアプリケ
ーション処理へと移行する場合を記載している（ステップＳＳ１１）。
【００８０】
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　本例によれば第４例と同様の効果を得ることができる。また、得られた撮影画像を、そ
の波長成分によってＬＥＤ１２,１３と関連付けて画面に表示するので、カメラで撮影す
る際に、撮影画像をＬＥＤ１２,１３と関連付けなくてもよい。したがって、ＬＥＤの規
定値からのずれの許容値を大きくし、ＬＥＤの価格を下げることができるという利点があ
る。
【００８１】
（第５例）
　前記の例では、きめ撮影用のＬＥＤ１３、しみ撮影用のＬＥＤ１２の消灯確認後、ＬＥ
Ｄの波長検出を行って、きめ撮影用のＬＥＤ１３の点灯確認を行った後、カメラ２の撮影
制御を行い、その後再びきめ撮影用のＬＥＤ１３、しみ撮影用のＬＥＤ１２の消灯確認後
、しみ撮影用のＬＥＤ１２の点灯確認を行った後、カメラ２の撮影制御を行ったが、本第
５例では、ＬＥＤ１２,１３の消灯確認は最初の１回だけとすることで、処理のスピード
化を図っている。この場合の制御シーケンスを図１２を参照して説明する。
【００８２】
　まず、本例では、前記ステップＵＳ１～ステップＵＳ４まで、前記ステップＳＳ１～ス
テップＳＳ３まで、ステップＨＳ１～ステップＨＳ７までは、前記第１例と同様であるの
で、その説明を省略する。
【００８３】
　前記スマートフォン１では、ステップＳＳ３の後、点消灯検出手段３ａがＬＥＤ１２,
１３の消灯を確認するまで待ち状態となる（ステップＳＳ４）。ステップＳＳ４でＬＥＤ
１２,１３の消灯を確認した後、タイマーをスタート（タイマーセットＴ＝０）させる（
ステップＳＳ５０）。このタイマーはスマートフォン１に時計機能として内蔵されており
、前記制御手段３がタイマーのＯＮ・ＯＦＦ制御およびタイマーの経過時間を検出可能と
なっている。
　次に、タイマーをスタートさせてから１秒経過するまで待って（ステップＳＳ５０ａ）
、１秒経過した後、消灯検出手段３ａがＬＥＤ１２,１３の点灯を検出し、ＬＥＤ１２,１
３の波長判別を行う（ステップＳＳ５１）。
　点灯しているＬＥＤがしみ撮影用のＬＥＤ１２であった場合、タイマースタートから３
．５秒後（Ｔ＝３．５（秒））に撮影制御手段３ｂがカメラ２を撮影制御する（ステップ
ＳＳ５２）。つまり、カメラ２のシャッターを切る。これによって、しみ用の撮影画像を
得ることができる。ＬＥＤ１２はＬＥＤ１２,１３の消灯後、２秒間点灯するので、ＬＥ
Ｄ１２の点灯開始後０．５秒後～１．０秒後、ＬＥＤ１２が点灯している間のほぼ中間時
点（中央時点）でカメラ２のシャッターが切られることになる。
　次に、タイマースタートから６．０秒後（Ｔ＝３．５＋２．０＋０．５）に、撮影制御
手段３ｂがカメラ２を撮影制御する（ステップＳＳ５３）。つまり、カメラ２のシャッタ
ーを切る。これによって、きめ用の撮影画像を得ることができる。ＬＥＤ１３は、ＬＥＤ
１２,１３の消灯後、ＬＥＤ１２の２秒間の点灯、ＬＥＤ１２,１３の０．５秒間の消灯後
、２秒間点灯するので、ＬＥＤ１３の点灯開始後０．５秒後～１．０秒後、当該ＬＥＤ１
３が点灯している間のほぼ中間時点（中央時点）でカメラ２のシャッターが切られること
になる。
【００８４】
　一方、ステップＳＳ５１で、点灯しているＬＥＤがみめ撮影用のＬＥＤ１３であった場
合、タイマースタートから３．５秒後（Ｔ＝３．５（秒））に撮影制御手段３ｂがカメラ
２を撮影制御する（ステップＳＳ５４）。つまり、カメラ２のシャッターを切る。これに
よって、きめ用の撮影画像を得ることができる。ＬＥＤ１３はＬＥＤ１２,１３の消灯後
、２秒間点灯するので、ＬＥＤ１３が点灯している間のほぼ中間時点（中央時点）でカメ
ラ２のシャッターが切られることになる。
　次に、タイマースタートから６．０秒後（Ｔ＝３．５＋２．０＋０．５）に、撮影制御
手段３ｂがカメラ２を撮影制御する（ステップＳＳ５５）。つまり、カメラ２のシャッタ
ーを切る。これによって、しみ用の撮影画像を得ることができる。ＬＥＤ１２は、ＬＥＤ
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１２,１３の消灯後、ＬＥＤ１３の２秒間の点灯、ＬＥＤ１２,１３の０．５秒間の消灯後
、２秒間点灯するので、当該ＬＥＤ１２が点灯している間のほぼ中間時点（中央時点）で
カメラ２のシャッターが切られることになる。
【００８５】
　次に、表示制御手段３ｃが前記カメラ２で撮影されたきめ用としみ用の２種類の撮影画
像を、ＬＥＤ１３,１２と関連付けてスマートフォン１の画面に表示させる（ステップＳ
Ｓ１０）。つまり、表示される撮影画像がＬＥＤ１３を光源として撮影されたきめ用の画
像であるか、ＬＥＤ１２を光源として撮影されたしみ用の画像であるかを区別して表示さ
せる。
　この表示が終了したら、スマートフォン１では撮影処理を終了するか、再撮影を行うか
、撮影者が次のアプリケーション処理を選択するか、いずれかをユーザーは選択する。図
１２のフローでは撮影者が次のアプリケーション処理を選択し（ＵＳ４）、次のアプリケ
ーション処理へと移行する場合を記載している（ステップＳＳ１１）。
【００８６】
　本例によれば、第１例と同様の効果を得ることができる。また、ＬＥＤ１２,１３の消
灯確認は最初の１回だけとすることができるので、処理のスピード化を図ることができる
。また、カメラ２による撮影は、ＬＥＤ１２,１３が点灯している時間のほぼ中間時点（
中央時点）で行われるので、確実に撮影できる。
【００８７】
（第６例）
　第２例は、ＬＥＤ１２,１３間の０．５秒間消灯を省いた場合の例であるが、本第６例
では、それに加えて、ＬＥＤの波長判別を不要なものとしている。この場合の制御シーケ
ンスを図１３を参照して説明する。
【００８８】
　まず、本例では、前記ステップＵＳ１～ステップＵＳ４まで、前記ステップＳＳ１～ス
テップＳＳ３まで、ステップＨＳ１～ステップＨＳ７までは、前記第２例と同様であるの
で、その説明を省略する。ただし、肌レンズ１０側での制御では、第２例と異なり、初期
化処理後、ＣＰＵ（光源制御手段）１６は、まず、ＬＥＤ１３,１２を所定時間（０．５
秒間）消灯させた（ステップＳＳ１５）後、２種類のＬＥＤ１３,１２を順次所定時間（
２秒間）点灯させるとともに、ＬＥＤ１３,１２の点灯後、ＬＥＤ１３,１２を所定時間（
０．５秒間）消灯させる制御を繰り返して行っている。
【００８９】
　前記スマートフォン１では、ステップＳＳ１～ＳＳ３の後、点消灯検出手段３ａがＬＥ
Ｄ１２,１３の消灯を確認した（ステップＳＳ６１）後、タイマーをスタート（タイマー
セットＴ＝０）させる（ステップＳＳ６２）。
【００９０】
　次に、タイマースタートから１秒後（Ｔ＝１．０（秒））に撮影制御手段３ｂがカメラ
２を撮影制御する（ステップＳＳ６３）。つまり、カメラ２のシャッターを切る。これに
よって、きめ用の撮影画像を得ることができる。すなわち、ＬＥＤ１２,１３の消灯後は
、まずきめ撮影用のＬＥＤ１３が点灯するので、カメラ２のシャッターを切ることで、き
め用の撮影画像を得ることができる。ＬＥＤ１３はＬＥＤ１２,１３の消灯後、２秒間点
灯するので、ＬＥＤ１３が点灯している２秒間の中間時点（中央時点（点灯開始から０．
５～１．０秒後））でカメラ２のシャッターが切られることになる。
【００９１】
　次に、タイマースタートから３．０秒後（Ｔ＝１．０＋２．０）に、撮影制御手段３ｂ
がカメラ２を撮影制御する（ステップＳＳ６４）。つまり、カメラ２のシャッターを切る
。これによって、しみ用の撮影画像を得ることができる。ＬＥＤ１２は、ＬＥＤ１２,１
３の消灯後、ＬＥＤ１３の２秒間の点灯後、２秒間点灯するので、当該ＬＥＤ１２が点灯
している間の中間時点（中央時点（点灯開始から０．５～１．０秒後）でカメラ２のシャ
ッターが切られることになる。
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【００９２】
　次に、表示制御手段３ｃが前記カメラ２で撮影されたきめ用としみ用の２種類の撮影画
像を、ＬＥＤ１３,１２と関連付けてスマートフォン１の画面に表示させる（ステップＳ
Ｓ１０）。つまり、表示される撮影画像がＬＥＤ１３を光源として撮影されたきめ用の画
像であるか、ＬＥＤ１２を光源として撮影されたしみ用の画像であるかを区別して表示さ
せる。
　この表示が終了したら、スマートフォン１では撮影処理を終了するか、再撮影を行うか
、撮影者が次のアプリケーション処理を選択するか、いずれかをユーザーは選択する。図
１３のフローでは撮影者が次のアプリケーション処理を選択し（ＵＳ４）、次のアプリケ
ーション処理へと移行する場合を記載している（ステップＳＳ１１）。
【００９３】
　本例によれば、前記第２例と同様の効果を得ることができる他、カメラ２による撮影が
、ＬＥＤ１２,１３が点灯している時間の中間時点（中央時点）で行われるので、確実に
撮影できるという利点がある。
【００９４】
　なお、第５例、第６例では、最速でＬＥＤ点灯開始後０．５秒後に撮影カメラ制御とし
ているが、撮影カメラ制御を開始して０．０秒後に撮影されるわけではないので、ＬＥＤ
点灯開始時点で撮影カメラ制御開始してもよい。
　また、第１の実施の形態における第１例～第６例では、全て、肌レンズ１０の電源ＯＮ
の後、ＬＥＤ１２,１３を交互に点灯し、所定時間経過後にすべて消灯するようになって
いるが、次のようにすることによって、電池の消耗を防止できる。
　すなわち、肌レンズ１０に発光検出装置あるいはＤＴＭＦ（Ｄｕａｌ－Ｔｏｎｅ　Ｍｕ
ｌｔｉ－Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）検出装置を搭載することにより、撮影ボタンタッチを認識
して、フラッシュ発光あるいは所定音階（生活音と混同しにくい音階で、検出装置が検出
しやすい音階）の音発生で、まずキメ撮影用ＬＥＤ１３を２秒間、引き続きシミ撮影用Ｌ
ＥＤ１３を２秒間点灯し、それぞれの２秒間の中央時点のタイミングでシャッターをきる
ことによって、電池の消耗を防止できる。
　また、本実施例においては、肌レンズのＬＥＤは電源スイッチＯＮから３０秒後に自動
消灯して消し忘れによる電力消費を抑えているが、ユーザーが撮影になれることにより１
５秒で自動消灯するようにしてもよく、この時間はユーザーがアプリケーションを操作す
ることにより自由に設定できるようになっている。
【００９５】
　上述の第１例～第６例では肌レンズ１０には手動でＯＮ・ＯＦＦするスイッチ手段が設
けられ、撮影前にユーザーが手動でスイッチをＯＮにすることによって、ＬＥＤ１２,１
３の点灯・消灯制御が開始されるようになっているが、さらに、ユーザーが肌カメラを肌
に当てると第２のスイッチが自動的（ユーザーが意識してスイッチのオンを操作すること
なく）にＯＮとなり、ＬＥＤ１２,１３の点灯・消灯制御が開始されるようにすることに
より、消費電力の抑制・ユーザー操作性が向上し、下記のように外光による影響を抑制で
きる。なお、メインスイッチをなくして前記第２のスイッチ手段で構成してもよい。
　また、第２の自動的なスイッチ手段の例としては以下のものが挙げられる。
【００９６】
　（１）肌レンズの肌にあたる部分（図２において、当接部２０ｂの面）に１．０ｍｍ程
度、弾性的に突出したプッシュスイッチを１個あるいは等間隔に複数個設ける。
　この場合、当接部２０ｂが肌に当たって、プッシュスイッチが押圧されたことをＣＰＵ
１６が検知し、当該ＣＰＵ１６がスイッチ（電源スイッチ１９）をＯＮとし、当接部２０
ｂが肌から離れて、プッシュスイッチが弾性復帰力によって元に戻ったことをＣＰＵ１６
が検知し、当該ＣＰＵ１６がスイッチ（電源スイッチ１９）をＯＦＦとするような構成に
すればよい。
　（２）遮光された鏡筒内部にフォトセンサを設け、明るい状態から暗い状態に切り替わ
ると、つまり、前記当接部２０ｂが肌に当接（密接）して鏡胴内部が明るい状態から暗い
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状態に切り替わるとスイッチＯＮと認識して制御する。逆の場合には、前記当接部２０ｂ
が肌から離れて鏡胴内部が暗い状態から明るい状態に切り替わるとスイッチＯＦＦと認識
して制御する。
　この場合、鏡胴内部が明るい状態から暗い状態に切り替わったことをフォトセンサから
の信号によってＣＰＵ１６が検知し、当該ＣＰＵ１６がスイッチ（電源スイッチ１９）を
ＯＮとし、逆に鏡胴内部が暗い状態から明るい状態に切り替わったことフォトセンサから
の信号によってＣＰＵ１６が検知し、当該ＣＰＵ１６がスイッチ（電源スイッチ１９）を
ＯＦＦするような構成にすればよい。
【００９７】
　ＬＥＤ１２,１３の点灯、消灯は、カメラ受像が明るいか、暗いかで判別する。しかし
、ＬＥＤ１２,１３が点灯して明るい以外に、外光が入って明るいことがあることに注意
する必要がある。明るい、暗いの場合分けをまとめると、以下の表１に示すモードがある
。
【００９８】

【表１】

【００９９】
　状態Ｎｏ.１および２は正規の撮影状態であるが、状態Ｎｏ.３～６のように、レンズに
肌が密着していない状態では、カメラ受像の明暗は、レンズの外光の入射の有無に依存す
る。
　状態Ｎｏ.３～６の場合による誤判別を減らすには、レンズの肌に密着する部分にスイ
ッチを設け、肌にレンズが密着することにより、肌撮影装置の電源がＯＮし、ＬＥＤの点
滅処理が始まるようにすればよい。このときの、撮影処理の流れを表２に示す。
【０１００】
【表２】

【０１０１】
　表２のＮｏ.５で、撮影処理を行う時点では、レンズが肌に密着されている状態であり
、外光の入射はないと考えて処理を行える。また、肌レンズ１０の電源スイッチが、肌に
密着したときにＯＮする方式をとらない場合は、スイッチを入れた後、肌に肌レンズをあ
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てた時点では、既に３０秒が経過して、ＬＥＤが点灯しなくなっているという場合もあり
えるが、本方式では、その心配もない。
【０１０２】
（第７例）
　第１例～第４例では、ＬＥＤ１２,１３の波長で、きめ用ＬＥＤ１３、しみ用ＬＥＤ１
２の判別を行っているが、別方式として、ＬＥＤ１２,１３の点灯時間、消灯時間のタイ
ミングで、ＬＥＤの判別を行うようにしてもよい。
　図１４および図１５は、第７例の処理シーケンスを示す。この第７例は消灯時間の長さ
でＬＥＤ１２,１３を判別する例であり、図１４は肌測定装置（肌レンズ１０）側の処理
シーケンスを示し、図１５はスマートフォン１側の処理シーケンスを示す。肌測定装置１
０の電源スイッチ１９は、前述のように肌に当てると自動でＯＮになるものとしているが
、前述のように手動でＯＮとなるものとしてもよい。
【０１０３】
　まず、本例では、前記ステップＵＳ１～ステップＵＳ４まで、前記ステップＳＳ１～ス
テップＳＳ３までは、前記第５例と同様であるので、その図示と説明を省略する。
　図１４に示すように、肌レンズ（肌撮影装置）１０側では、ユーザーが肌カメラを肌に
当てると、自動的（ユーザーが意識してスイッチのオンを操作することなく）に電源スイ
ッチがＯＮとなり（ＨＳ１）、初期化処理を行う（ＨＳ２）。次に、フラッシュメモリ４
のＣＲＣチェックを行った（ステップＨＳ２０）後、タイマーを３０秒に設定する（ステ
ップＨＳ２１）。
【０１０４】
　次に、きめ撮影用のＬＥＤ１３を２秒間点灯させた（ステップＨＳ２３）後、当該ＬＥ
Ｄ１３を０．５秒間消灯させる（ステップＨＳ２４）。次に、しみ撮影用のＬＥＤ１２を
２秒間点灯させた（ステップＨＳ２５）後、当該ＬＥＤ１２を１秒間消灯させる（ステッ
プＨＳ２６）。
　その後、ステップＨＳ２３～ステップＨＳ２６を順次繰り返して行い、タイマーセット
（ステップＨＳ２１）から３０秒経過したら（ステップＨＳ２７）、ＣＰＵ１６は電源を
ＯＦＦ処理する（ステップＨＳ２８）。ステップＨＳ２７で３０秒経過していなかった場
合、ステップＨＳ２３～ステップＨＳ２６を順次繰り返して行い、３０秒経過したら（ス
テップＨＳ２７）、ＣＰＵ１６は電源をＯＦＦ処理する（ステップＨＳ２８）。
　このように、きめ用ＬＥＤ１３を２秒間点灯させた後は、当該ＬＥＤ１３を０．５秒間
消灯し、しみ用ＬＥＤ１２を２秒間点灯させた後は、当該ＬＥＤ１２を１秒間消灯すると
いった、消灯時間の差で、どちらのＬＥＤが点灯しているかを判別することができる。
【０１０５】
　図１５に示すように、前記スマートフォン１では、前記ステップＳＳ３の後、点消灯検
出手段３ａがＬＥＤ１２,１３のいずれかのＬＥＤの点灯を検知するまで待ち状態となる
（ステップＳＳ４ａ）。ＬＥＤの点灯を検知した後、当該点灯したＬＥＤの消灯を検知す
るまで待ち状態となる（ステップＳＳ４ｂ）。
　ステップＳＳ４ｂでＬＥＤの消灯を確認した後、タイマーをスタート（タイマーセット
Ｔ＝０）させる（ステップＳＳ５０ａ）。このタイマーはＬＥＤの消灯時間を計測するも
のである。
　なお、タイマーはスマートフォン１に時計機能として内蔵されており、前記制御手段３
がタイマーのＯＮ・ＯＦＦ制御およびタイマーの経過時間を検出可能となっている。
【０１０６】
　次に、ＬＥＤの点灯を検知したならば（ステップＳＳ５１ａ）、当該ＬＥＤがステップ
ＳＳ４ｂで消灯してからステップＳＳ５１ａ点灯するまでの時間を、前記タイマーによっ
て計測してタイマー値（消灯時間）を得る（ステップＳＳ５０ｂ）。
【０１０７】
　ステップＳＳ５０ｂで得られたタイマー値が約０．５秒間であった場合、きめ用ＬＥＤ
１３が消灯していたことになるので、次はしみ用ＬＥＤ１２が点灯することになる。した
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がって、当該ＬＥＤ１２の点灯時間（２秒）を考慮して、点灯時間内の適切な時間に撮影
制御手段３ｂがカメラ２を撮影制御する（ステップＳＳ５２ａ）。つまり、カメラ２のシ
ャッターを切る。これによって、しみ用の撮影画像を得ることができる。
　なお、ステップＳＳ５０ｂで得られたタイマー値が約１．０秒間であった場合、後述の
処理（ステップＳＳ５４ａ）に移行するが、タイマー値が約０．５秒間または約１．０秒
間以外の値であった場合は、ステップＳＳ４ａに戻る。
【０１０８】
　次に、ＬＥＤ１２の消灯を検知した後（ステップＳＳ５２ｂ）、タイマーをスタート（
タイマーセットＴ＝０）させる（ステップＳＳ５２ｃ）。このタイマーはＬＥＤ１２の消
灯時間を計測するものである。
　次に、ＬＥＤ１２の点灯を検知したならば（ステップＳＳ５２ｄ）、当該ＬＥＤ１２が
ステップＳＳ５２ｂで消灯してからＬＥＤ１３が点灯するまでの時間を、前記タイマーに
よって計測してタイマー値（消灯時間）を得る（ステップＳＳ５２ｅ）。
　ステップＳＳ５２ｅで得られたタイマー値が約１．０秒間であった場合、しみ用ＬＥＤ
１２が消灯していたことになるので、次はきめ用ＬＥＤ１３が点灯することになる。した
がって、当該ＬＥＤ１３の点灯時間（２秒）を考慮して、点灯時間内の適切な時間に撮影
制御手段３ｂがカメラ２を撮影制御する（ステップＳＳ５２ｆ）。つまり、カメラ２のシ
ャッターを切る。これによって、きめ用の撮影画像を得ることができる。
　なお、ステップＳＳ５２ｅで得られたタイマー値が約１．０秒間以外の値であった場合
は、ステップＳＳ４ａに戻る。
【０１０９】
　一方、ステップＳＳ５０ｂで得られたタイマー値が約１．０秒間であった場合、しみ用
ＬＥＤ１２が消灯していたことになるので、次はきめ用ＬＥＤ１３が点灯することになる
。したがって、当該ＬＥＤ１３の点灯時間（２秒）を考慮して、点灯時間内の適切な時間
に撮影制御手段３ｂがカメラ２を撮影制御する（ステップＳＳ５４ａ）。つまり、カメラ
２のシャッターを切る。これによって、きめ用の撮影画像を得ることができる。
【０１１０】
　次に、ＬＥＤ１３の消灯を検知した後（ステップＳＳ５４ｂ）、タイマーをスタート（
タイマーセットＴ＝０）させる（ステップＳＳ５４ｃ）。このタイマーはＬＥＤ１３の消
灯時間を計測するものである。
　次に、ＬＥＤ１３の点灯を検知したならば（ステップＳＳ５４ｄ）、当該ＬＥＤ１３が
ステップＳＳ５４ｂで消灯してからＬＥＤ１２が点灯するまでの時間を、前記タイマーに
よって計測してタイマー値（消灯時間）を得る（ステップＳＳ５４ｅ）。
　ステップＳＳ５４ｅで得られたタイマー値が約０．５秒間であった場合、きめ用ＬＥＤ
１３が消灯していたことになるので、次はしみ用ＬＥＤ１２が点灯することになる。した
がって、当該ＬＥＤ１２の点灯時間（２秒）を考慮して、点灯時間内の適切な時間に撮影
制御手段３ｂがカメラ２を撮影制御する（ステップＳＳ５４ｆ）。つまり、カメラ２のシ
ャッターを切る。これによって、しみ用の撮影画像を得ることができる。
　なお、ステップＳＳ５４ｅで得られたタイマー値が約０．５秒間以外の値であった場合
は、ステップＳＳ４ａに戻る。
【０１１１】
　次に、表示制御手段３ｃが前記カメラ２で撮影されたきめ用としみ用の２種類の撮影画
像を、ＬＥＤ１３,１２と関連付けてスマートフォン１の画面に表示させる（ステップＳ
Ｓ１０）。つまり、表示される撮影画像がＬＥＤ１３を光源として撮影されたきめ用の画
像であるか、ＬＥＤ１２を光源として撮影されたしみ用の画像であるかを区別して表示さ
せる。
　この表示が終了したら、スマートフォン１では撮影処理を終了するか、再撮影を行うか
、撮影者が次のアプリケーション処理を選択するか、いずれかをユーザーは選択する。図
１５のフローでは撮影者が次のアプリケーション処理を選択し（ＵＳ４）、次のアプリケ
ーション処理へと移行する場合を記載している（ステップＳＳ１１）。
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【０１１２】
　本例によれば、ＬＥＤ１２,１３の点灯時間、消灯時間のタイミングで、ＬＥＤの判別
を行うようにしているので、処理のスピード化を図ることができる。
【０１１３】
　なお、本例では、ＬＥＤ１２，１３の消灯時間を異ならせるようにしたが、当該ＬＥＤ
１２，１３消灯時間を同一とし、きめ用のＬＥＤ１３としみ用のＬＥＤ１２の点灯時間を
それぞれ例えば１．５秒と２．０秒のように異なるものとし、最初の消灯後に点灯するＬ
ＥＤの点灯時間を計測して、今点灯したのがきめ用のＬＥＤ１３としみ用のＬＥＤ１２と
のいずれかであるかを判定し、次のＬＥＤ点灯から撮影開始するようにしてもよい。
【０１１４】
（第８例）
　本例は、前記第７例と、ＬＥＤの波長による識別を組み合わせた例である。たまたま、
外光の波長が、きめ用ＬＥＤ、しみ用ＬＥＤの波長と一致した場合や、たまたま外光の明
暗タイミングが、ＬＥＤの点灯、消灯タイミングと一致した場合の誤撮影を排除できる。
　肌レンズ１０（肌測定装置）側の処理シーケンスは、図１４に示す第７例と同じである
ので、その説明を省略する。
　スマートフォン１側の処理シーケンスは、以下の通りとなる。
【０１１５】
　図１６に示すように、スマートフォン１では、図１５に示す第７例と同様に、ステップ
ＳＳ４ａ、ステップＳＳ４ｂ、ステップＳＳ５０ａ、ステップＳＳ５１ａ、ステップＳＳ
５０ｂと処理が進む。
【０１１６】
　ステップＳＳ５０ｂで得られたタイマー値が約０．５秒間であった場合、点消灯検出手
段３ａがしみ撮影用のＬＥＤ１２の光の波長を検出することによって、当該ＬＥＤ１２が
点灯しているのを検出する（ステップＳＳ５２）。ＬＥＤ１２が点灯しているのを検出し
たならば、撮影制御手段３ｂが、当該ＬＥＤ１２の点灯時間内の適切な時間に前記カメラ
２を撮影制御する（ステップＳＳ５２ａ）。つまり、カメラ２のシャッター音を発生させ
静止画像を取り込む。これによって、しみ用の撮影画像を得ることができる。
【０１１７】
　次に、ＬＥＤ１２の消灯を検知した後（ステップＳＳ５２ｂ）、タイマーをスタート（
タイマーセットＴ＝０）させる（ステップＳＳ５２ｃ）。このタイマーはＬＥＤ１２の消
灯時間を計測するものである。
　次に、ＬＥＤ１２の点灯を検知したならば（ステップＳＳ５２ｄ）、当該ＬＥＤ１２が
ステップＳＳ５２ｂで消灯してからＬＥＤ１３が点灯するまでの時間を、前記タイマーに
よって計測してタイマー値（消灯時間）を得る（ステップＳＳ５２ｅ）。
　ステップＳＳ５２ｅで得られたタイマー値が約１．０秒間であった場合、しみ用ＬＥＤ
１２が消灯していたことになるので、次はきめ用ＬＥＤ１３が点灯することになる。
　次に、点消灯検出手段３ａがきめ撮影用のＬＥＤ１３の光の波長を検出することによっ
て、当該ＬＥＤ１３が点灯しているのを検出する（ステップＳＳ５３）。ＬＥＤ１３が点
灯しているのを検出したならば、撮影制御手段３ｂが、当該ＬＥＤ１３の点灯時間内の適
切な時間に前記カメラ２を撮影制御する（ステップＳＳ５２ｆ）。つまり、カメラ２のシ
ャッター音を発生させ静止画像を取り込む。これによって、きめ用の撮影画像を得ること
ができる。
【０１１８】
　一方、ステップＳＳ５０ｂで得られたタイマー値が約１．０秒間であった場合、点消灯
検出手段３ａがきめ撮影用のＬＥＤ１３の光の波長を検出することによって、当該ＬＥＤ
１３が点灯しているのを検出する（ステップＳＳ５３）。ＬＥＤ１３が点灯しているのを
検出したならば、撮影制御手段３ｂが、当該ＬＥＤ１３の点灯時間内の適切な時間に前記
カメラ２を撮影制御する（ステップＳＳ５４ａ）。つまり、カメラ２のシャッター音を発
生させ静止画像を取り込む。これによって、きめ用の撮影画像を得ることができる。
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【０１１９】
　次に、ＬＥＤ１３の消灯を検知した後（ステップＳＳ５４ｂ）、タイマーをスタート（
タイマーセットＴ＝０）させる（ステップＳＳ５４ｃ）。このタイマーはＬＥＤ１３の消
灯時間を計測するものである。
　次に、ＬＥＤ１３の点灯を検知したならば（ステップＳＳ５４ｄ）、当該ＬＥＤ１３が
ステップＳＳ５４ｂで消灯してからＬＥＤ１２が点灯するまでの時間を、前記タイマーに
よって計測してタイマー値（消灯時間）を得る（ステップＳＳ５４ｅ）。
　ステップＳＳ５４ｅで得られたタイマー値が約０．５秒間であった場合、きめ用ＬＥＤ
１３が消灯していたことになるので、次はしみ用ＬＥＤ１２が点灯することになる。
　次に、点消灯検出手段３ａがしみ撮影用のＬＥＤ１２の光の波長を検出することによっ
て、当該ＬＥＤ１２が点灯しているのを検出する（ステップＳＳ５２）。ＬＥＤ１２が点
灯しているのを検出したならば、撮影制御手段３ｂが、当該ＬＥＤ１２の点灯時間内の適
切な時間に前記カメラ２を撮影制御する（ステップＳＳ５４ｆ）。つまり、カメラ２のシ
ャッター音を発生させ静止画像を取り込む。これによって、しみ用の撮影画像を得ること
ができる。
【０１２０】
　次に、表示制御手段３ｃが前記カメラ２で撮影されたきめ用としみ用の２種類の撮影画
像を、ＬＥＤ１３,１２と関連付けてスマートフォン１の画面に表示させる（ステップＳ
Ｓ１０）。つまり、表示される撮影画像がＬＥＤ１３を光源として撮影されたきめ用の画
像であるか、ＬＥＤ１２を光源として撮影されたしみ用の画像であるかを区別して表示さ
せる。
　この表示が終了したら、スマートフォン１では撮影処理を終了するか、再撮影を行うか
、撮影者が次のアプリケーション処理を選択するか、いずれかをユーザーは選択する。図
１６のフローでは撮影者が次のアプリケーション処理を選択し（ＵＳ４）、次のアプリケ
ーション処理へと移行する場合を記載している（ステップＳＳ１１）。
【０１２１】
　本例によれば、点消灯検出手段３ａがＬＥＤ１２,１３の光の波長を検出することによ
って、当該ＬＥＤ１２,１３が点灯しているのを検出しているので、たまたま、外光の波
長が、きめ用ＬＥＤ１３、しみ用ＬＥＤ１２の波長と一致した場合や、たまたま外光の明
暗タイミングが、ＬＥＤ１２,１３の点灯、消灯タイミングと一致した場合の誤撮影を排
除できるという利点がある。
【０１２２】
　なお、前記第７例および第８例では、消灯時間の長さでＬＥＤを判別しているが、ＬＥ
Ｄの点灯時間を測定してＬＥＤの種類を判別するようにしてもよい。
　また、前記第８例等では、きめ用ＬＥＤ波長を検出、しみ用ＬＥＤ検出というように、
波長の検出という表現を用いて説明したが、実際の処理においては、波長そのものを測定
するよりも、波長に応じて変わる色で判別するのが好ましい。
【０１２３】
（第２の実施の形態）
　図１７は本発明の第２の実施の形態に係る携帯型撮影装置を示すブロック図である。本
実施の形態に係る携帯型撮影装置が前記第１の実施の形態に係る携帯型撮影装置と異なる
点は、スマートフォン１と肌レンズ（レンズモジュール）１０に、それぞれこれらの間で
データや信号の送受信を行える送受信手段を備えた点であるので、携帯型撮影装置の構成
については、この点を詳しく説明し、第１の実施の形態と同一構成には同一符号を付して
その説明を省略ないし簡略化する。
【０１２４】
　肌レンズ（レンズモジュール）１０は、光源点灯指示信号および光源消灯指示信号をス
マートフォン１から受信するとともに、当該スマートフォン１に光源点灯報知信号および
光源消灯報知信号を送信する送受信手段２５を備えている。この送受信手段２５は、例え
ばブルーツースモジュール２５で構成され、このブルーツースモジュール２５はＣＰＵ１
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６によって制御される。
　なお、光源点灯指示信号とは、前記ＬＥＤ１２,１３を点灯させるための信号であり、
光源消灯指示信号とは、ＬＥＤ１２,１３を消灯させるための信号である。また、光源点
灯報知信号とは、ＬＥＤ１２,１３が点灯したことを報知するための信号であり、光源消
灯報知信号とは、ＬＥＤ１２,１３が消灯したことを報知するための信号である。
【０１２５】
　また、ＣＰＵ（光源制御手段）１６は、スマートフォン１から送受信手段２５を介して
光源点灯指示信号を受信した場合に、ＬＥＤ１２,１３を点灯させるとともに、送受信手
段２５に光源点灯報知信号をスマートフォン１に向けて送信させ、また、スマートフォン
１から送受信手段２５を介して光源消灯指示信号を受信した場合に、ＬＥＤ１２,１３を
消灯させるとともに、送受信手段２５に光源消灯報知信号をスマートフォン１に向けて送
信させるようになっている。
【０１２６】
　また、スマートフォン１は、肌レンズ（レンズモジュール）１０の送受信手段２５から
の光源点灯報知信号および光源消灯報知信号を受信するとともに、肌レンズ（レンズモジ
ュール）１０に光源点灯指示信号および光源消灯指示信号を送信するスマートフォン送受
信手段（端末側送受信手段）２６を備えている（以下、スマートフォン送受信手段２６を
、送受信手段２６と称す）。この送受信手段２６は、例えばブルーツースモジュール２６
で構成され、このブルーツースモジュール２６は制御手段３によって制御される。
　また、制御手段３は、肌レンズ（レンズモジュール）１０から光源点灯報知信号を送受
信手段２５および送受信手段２６を介して受信した場合に、カメラ２に撮影を行わせ、当
該カメラ２による撮影が終了した場合に、光源消灯指示信号を送受信手段２６および送受
信手段２５を介して肌レンズ（レンズモジュール）１０に向けて送信し、肌レンズ（レン
ズモジュール）１０から光源消灯報知信号を送受信手段２５および送受信手段２６を介し
て受信した場合に、光源点灯指示信号を送受信手段２６および送受信手段２５を介して肌
レンズ（レンズモジュール）１０に向けて送信するようになっている。
　さらに、表示制御手段３ｃは撮影制御手段３ｂによって撮影された撮影画像をＬＥＤ１
２,１３と関連付けてスマートフォン１の画面に表示させるようになっている。
【０１２７】
　次に、第２の実施の形態の携帯型撮影装置によって、人の顔の肌を撮影する方法の制御
シーケンスの一例について図１８を参照して説明する。
　まず、撮影者（ユーザ）は、スマートフォン１の電源をＯＮにした後、その画面で「簡
易肌診断」というアプリを選択する（ステップＵＳ１）。
　すると、スマートフォン１の撮影処理がスタートする（ステップＳＳ１）。スマートフ
ォン１の画面には、「肌レンズの電源をＯＮにして、肌にセットしてください。準備がで
きたら撮影ボタンにタッチして下さい」とのメッセージが表示される（ステップＳＳ２）
。
　その後、撮影者は肌に携帯型撮影装置をセット（ステップＵＳ２）したうえで、スマー
トフォンの画面に表示される撮影ボタンをタッチする（ステップＵＳ３）。
　また、肌レンズ１０では、電源スイッチをＯＮとすると（ステップＨＳ１）、当該肌レ
ンズ１０が初期化処理され（ステップＨＳ２）、その後、ブルーツースモジュールによる
送受信手段２５が受信待機状態となる（ステップＨＳ７０）。
　肌レンズ１０の初期化処理中は、スマートフォン１の画面には「撮影を開始します。そ
のまま○秒間お待ちください」とのメッセージが表示される（ステップＳＳ３）。
【０１２８】
　撮影者（ユーザ）がスマートフォン１の画面で撮影ボタンをタッチすると、スマートフ
ォン１の制御手段３がきめ撮影用のＬＥＤ１３を点灯させるための点灯コマンド（光源点
灯指示信号）を生成する（ステップＳＳ７０）。この点灯コマンドは信号として送受信手
段２６から送信され、この信号が肌レンズ１０の送受信手段２５で受信される。そして、
この点灯コマンドを受信することによって、きめ撮影用のＬＥＤ１３が点灯する（ステッ
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プＨＳ７１）。きめ撮影用のＬＥＤ１３が点灯すると、肌レンズ１０の送受信手段２５か
らＬＥＤ点灯報知信号（光源点灯報知信号）がスマートフォン１に向けて送信される。こ
のＬＥＤ点灯報知信号をスマートフォン１が送受信手段２６を介して受信すると、制御手
段３がカメラ２を撮影制御する（ステップＳＳ７１）。つまり、カメラ２のシャッターを
切る。これによって、きめ用の撮影画像を得ることができる。
【０１２９】
　カメラ２によってきめ用の撮影画像を得た後、スマートフォン１の制御手段３がきめ撮
影用のＬＥＤ１３を消灯させるための消灯コマンド（光源消灯指示信号）を生成する（ス
テップＳＳ７２）。この消灯コマンドは信号として、送受信手段２６から送信され、この
信号が肌レンズ１０の送受信手段２５で受信される。そして、この消灯コマンドを受信す
ることによって、きめ撮影用のＬＥＤ１３が消灯する（ステップＨＳ７２）。
【０１３０】
　きめ撮影用のＬＥＤ１３が消灯すると、肌レンズ１０の送受信手段２５からＬＥＤ消灯
報知信号（光源消灯報知信号）がスマートフォン１に向けて送信される。このＬＥＤ消灯
報知信号を受信することによって、制御手段３がしみ撮影用のＬＥＤ１２を点灯させるた
めの点灯コマンド（光源点灯指示信号）を生成する（ステップＳＳ７３）。この点灯コマ
ンドは信号として送受信手段２６から送信され、この信号が肌レンズ１０の送受信手段２
５で受信される。そして、この点灯コマンドを受信することによって、しみ撮影用のＬＥ
Ｄ１２が点灯する（ステップＨＳ７３）。
　ＬＥＤ１２が点灯すると、肌レンズ１０の送受信手段２５からＬＥＤ点灯報知信号（光
源点灯報知信号）がスマートフォン１に向けて送信される。このＬＥＤ点灯報知信号をス
マートフォン１が送受信手段２６を介して受信すると、制御手段３がカメラ２を撮影制御
する（ステップＳＳ７４）。つまり、カメラ２のシャッターを切る。これによって、しみ
用の撮影画像を得ることができる。
【０１３１】
　次に、制御手段３がしみ撮影用のＬＥＤ１２を消灯させるための消灯コマンド（光源消
灯指示信号）を生成する（ステップＳＳ７５）。この消灯コマンドは信号として送受信手
段２６から送信され、この信号が肌レンズ１０の送受信手段２５で受信される。そして、
この消灯コマンドを受信することによって、しみ撮影用のＬＥＤ１２が消灯する（ステッ
プＨＳ７４）。
　次に、肌レンズ１０では、ステップＨＳ７５で次のきめ用ＬＥＤ１３の点灯コマンドが
スマートフォン１から送信されてくるかを判断し、当該点灯コマンドが送信されてきたな
らば、ステップＨＳ７１に戻って同様の処理を行う。一方、点灯コマンドが送信されてこ
なかった場合、電源ＯＦＦ（ステップＨＳ７６）として処理を終了する。
【０１３２】
　一方、スマートフォン１では、表示制御手段３ｃが前記カメラ２で撮影されたきめ用と
しみ用の２種類の撮影画像を、ＬＥＤ１３,１２と関連付けてスマートフォン１の画面に
表示させる（ステップＳＳ７６）。つまり、表示される撮影画像がＬＥＤ１３を光源とし
て撮影されたきめ用の画像であるか、ＬＥＤ１２を光源として撮影されたしみ用の画像で
あるかを区別して表示させる。
　ステップＳＳ７１でカメラ２によって撮影された画像は、きめ用の画像であり、ステッ
プＳＳ７４でカメラ２によって撮影された画像は、しみ用の画像であるため、それぞれカ
メラ２で撮影された画像を、きめ用としてメモリ４に保存するとともに、しみ用としてメ
モリ４に保存する。したがって、メモリ４からそれぞれの画像を読み込むことによって、
スマートフォン１の画面に、きめ用の撮影画像としみ用の撮影画像を表示できる。
　この表示が終了したら、スマートフォン１では撮影処理を終了するか、あるいは撮影者
が次のアプリケーション処理を選択する（ＵＳ４）と、次のアプリケーション処理へと移
行する（ステップＳＳ１１）。
【０１３３】
　本実施の形態によれば、肌レンズ１０の光源制御手段（ＣＰＵ）１６は、スマートフォ
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３をそれぞれ点灯させるとともに、送受信手段２５に光源点灯報知信号をスマートフォン
１に向けて送信させるので、ＬＥＤ１２,１３の点灯をカメラ２による撮影に応じて適切
なタイミングで行える。
　また、光源制御手段１６は、光源消灯指示信号を送受信手段２６,２５受信した場合に
ＬＥＤ１２,１３を消灯させるとともに、送受信手段２５に光源消灯報知信号をスマート
フォン１に向けて送信させるので、光源の消灯をカメラの撮影の終了に応じて適切なタイ
ミングで行える。
【０１３４】
　また、スマートフォン１の制御手段３が、肌レンズ１０からのＬＥＤ点灯報知信号（光
源点灯報知信号）を送受信手段２５および送受信手段２６を介して受信した場合に、カメ
ラ２による撮影制御を行う（撮影を行う）ので、確実にカメラ２で被写体たる肌を撮影で
きる。
　さらに、カメラ２による撮影後は、ＬＥＤ消灯指示信号を肌レンズ１０に送受信手段２
６,２５を介して送信するので、確実にＬＥＤ１２,１３を消灯でき、電池の消耗を防止で
きる。
　また、表示制御手段３ｃによって、カメラ２で撮影された撮影画像をＬＥＤ１２,１３
に関連付けてスマートフォン１の画面に表示させるので、ユーザは画面に表示された撮影
画像がきめ用の撮影画像であるか、しみ用の撮影画像であるかを容易に確認できる。
【０１３５】
　なお、前記第１および第２本実施の形態では、デジタルカメラを備えた携帯端末として
スマートフォン１を例にとって説明したが、本発明では、カメラを備えた携帯端末として
は、スマートフォン１に限ることはない。例えば、デジタルカメラを備えた通常の携帯電
話、デジタルカメラを備えたタブレット等でもよい。
　また、第２の実施の形態では、スマートフォン１と肌レンズ（レンズモジュール）１０
に、それぞれこれらの間でデータや信号の送受信を行える送受信手段として、無線通信の
一つであるブルーツースモジュール２５,２６を採用したが、送受信手段は無線通信によ
るものに限らず、有線通信によるもの、例えばＵＳＢ接続によって行ってもよい。
【符号の説明】
【０１３６】
１　　スマートフォン（携帯端末）
２　　カメラ
３　　制御部
３ａ　点消灯制御部
３ｂ　撮影制御手段
３ｃ　表示制御手段
１０　肌レンズ（レンズモジュール）
１２　しみ撮影用のＬＥＤ（光源）
１３　きめ撮影用のＬＥＤ（光源）
１６　ＣＰＵ（光源制御手段）
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